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福
井
県
に
お
け
る

宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察

(
そ
の
一
)
神
社
明
細
帳

長

野

俊

栄

は
じ
め
に

福
井
県
立
図
書
館
で
は
、
社
寺
明
細
帳
や
寺
院

台
帳
を
は
じ
め
と
す
る
、
明
治
十
年
代
か
ら
昭
和
二

十
年
頃
ま
で
福
井
県
庁
で
常
用
さ
れ
て
き
た
宗
教
行

政
に
関
す
る
一
群
の
公
文
書
簿
冊
を
所
蔵
し
て
い

る
。
本
稿
の
目
的
は
こ
れ
ら
の
文
書
群
を
史
科
学
的

に
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
ず
、
最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
神
社
明
細
帳

で
あ
る
。
神
社
明
細
帳
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
も
、

神
社
庁
が
主
体
と
な
っ
て
新
規
に
作
成
さ
れ
て
い
る

が
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、
明
治
期
か
ら
終
戦

直
後
頃
ま
で
、
県
と
固
と
で
作
成
・
管
理
さ
れ
て
き

た
公
文
書
で
あ
る
。

明
治
新
政
府
は
、
祭
政
一
致
や
神
仏
分
離
に
始

ま
る
宗
教
政
策
を
打
ち
出
し
、
後
に
国
家
神
道
と
い

う
特
異
な
国
家
宗
教
体
制
を
展
開
し
て
い
任
。
こ
う

し
た
宗
教
行
政
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た

の
が
、
神
社
や
寺
院
の
実
数
・
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
公
文
書
の

一
つ
が
社
寺
明
細
帳
で
あ
る
。
社
寺
明
細
帳
は
、
国

家
が
公
認
し
た
社
寺
の
名
称
や
所
在
地
、
由
緒
等
を

詳
述
し
た
公
的
管
理
台
帳
H

公
簿
で
あ
り
、
明
治
十

二
年
に
は
そ
の
書
式
が
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
る
。
固
と

県
と
に
一
冊
、
ず
つ
同
内
容
の
明
細
帳
が
備
え
付
け
ら

れ
、
記
載
事
項
の
変
更
や
訂
正
が
生
じ
た
場
合
、
朱

筆
に
よ
る
訂
正
や
貼
紙
に
よ
る
追
加
が
施
さ
れ
、
現

用
文
書
と
し
て
の
期
聞
を
終
え
る
ま
で
書
き
継
が
れ

て
き
た
。

福
井
県
立
図
書
館
(
以
下
「
図
書
館
」
と
い
う
)

で
は
、
昭
和
三
十
年
代
末
に
、
こ
れ
ら
明
細
帳
を
は

じ
め
と
す
る
一
連
の
宗
教
行
政
に
関
す
る
文
書
群
を

収
蔵
す
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
神
社
明
細
帳
に
つ
い

て
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
や
写
真
版
の
作
成
に
よ

っ
て
、
地
域
史
研
究
の
基
本
史
料
と
し
て
一
故
に
公

開
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
度
に
は
、
人

間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
(
旧
・
文

部
省
史
料
館
H
国
立
史
料
館
。
以
下
「
史
料
館
」
と

い
う
)
で
所
蔵
さ
れ
る
神
社
明
細
帳
お
よ
び
寺
院
明

細
帳
、
寺
院
台
帳
の
福
井
県
分
が
、
図
書
館
に
よ
り

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
、
現
在
、
同
館
で
そ
の

写
真
版
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
県
内
で
刊
行
さ
れ
た
郷
土
誌
や
自
治

体
史
に
お
け
る
社
寺
明
細
帳
の
参
照
状
況
を
み
て
み

る
と
、
古
く
は
島
津
盛
太
郎
編
『
福
井
県
神
社
誌
」

(
福
井
県
神
職
会
、
一
九
三
六
年
)
が
「
県
備
付
の

明
細
書
」
を
参
照
し
た
と
し
て
お
り
、
『
稿
本
福
井

市
史
下
巻
』
(
福
井
市
役
所
、
一
九
四
一
年
)
も

「
第
五
篇
社
寺
」
に
お
い
て
、
神
社
明
細
帳
や
寺

院
明
細
帳
に
基
づ
く
社
寺
誌
を
載
せ
て
い
る
。
戦
後

に
な
る
と
「
武
生
市
史
資
料
編
社
寺
の
由
緒
』

(
武
生
市
役
所
、
一
九
八
七
年
)
が
、
現
存
す
る
神

社
明
細
帳
の
う
ち
武
生
市
に
該
当
す
る
部
分
の
み
を

全
文
活
字
翻
刻
し
た
こ
と
は
、
他
の
自
治
体
史
に
は

例
を
見
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
近
年
で
は
『
影
印
本

福
井
県
神
社
明
細
帳
(
嶺
南
編
)
』
(
若
狭
路
文
化
研

究
会
・
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
福
井
財
団
、
二
O
O
一

年
)
も
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
社
寺
明
細
帳
が
地
域
史

研
究
の
史
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
き
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
う
し
た
盛
ん
な
利
用
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
明
細
帳
の
種
類
や
調
製
過
程
、
現
存
状
況
や

史
料
の
性
格
等
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
た
研
究
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は
多
く
は
な
い
。
前
掲
『
武
生
市
史
」
の
「
解
題
」

(
河
端
五
平
)
や
『
影
印
本
福
井
県
神
社
明
細
帳
(
嶺

南
編
)
』
の
「
解
説
」
(
笠
松
雅
弘
)
な
ど
に
、
若
干

の
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
体
系
だ
っ
た
記
述
は
管
見

の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

他
県
に
日
を
向
け
て
み
る
と
、
各
地
の
自
治
体

史
等
で
社
寺
明
細
帳
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
事
例
が
多

く
見
ら
れ
る
椛
、
中
で
も
山
口

iFや
群
馬
炉
、
埼
玉

県
で
は
、
史
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
考
察
や
解
題
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
、
明
細
帳
調
製
過
程

に
お
け
る
郡
町
村
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
集

『
社
寺
明
細
帳
の
成
れ
一
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
に

は
、
各
地
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
関
係
法
令
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
明
細
帳
を
史
料
管
理
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
で
考
察
し
た
青
木
睦
「
解
題
」
も
収
載
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
明
細
帳
研
究
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
も
こ

れ
ら
の
先
行
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
図
書
館
お
よ

び
史
料
館
が
所
蔵
す
る
福
井
県
の
神
社
明
細
帳
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
き
た
ぱ
。
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一
、
神
社
明
細
帳
の
残
存
状
況

戦
前
の
神
社
は
、
社
格
制
度
の
も
と
、
官
国
幣

杜
と
府
県
社
以
下
諸
社
の
二
つ
に
区
別
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
広
義
の
神
社
に
は
、
招
魂
社
(
後
に
護
圃

神
社
)
や
祖
霊
社
、
遥
拝
所
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
各
種
の
神
社
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
書
式
の
異
な

る
明
細
帳
が
調
製
さ
れ
た
が
、
本
稿
が
対
象
と
す
る

の
は
府
県
杜
以
下
諸
杜
の
神
社
明
細
帳
で
あ
る
(
以

下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
「
神
社
明
細
帳
」
と
い
う

場
合
は
県
社
以
下
神
社
の
明
細
帳
を
指
す
。
そ
れ
以

外
の
明
細
帳
の
考
察
は
次
稿
以
後
に
譲
り
た
い
)

0

ま
ず
は
図
書
館
お
よ
び
史
料
館
が
所
蔵
す
る
神

社
明
細
帳
の
一
覧
を
見
て
お
き
た
い
(
表
こ
。
史

料
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
簿
冊
表
紙
に
貼
付
さ
れ
た
題
遣

な
ど
の
外
題
に
拠
っ
て
い
る
が
、
適
宜
旧
字
を
常
用

漢
字
に
改
め
た
り
、
名
称
を
補
足
し
た
り
し
た
も
の

も
あ
る
。
ま
た
、
詳
し
い
定
義
は
後
に
譲
る
が
、
作

成
・
管
理
主
体
に
よ
っ
て
、
「
国
本
」
「
県
本
」
「
郡

本
」
と
仮
称
し
て
、
便
宜
的
に
分
類
す
る
こ
と
に
し

た。
県
立
図
書
館
本
の
う
ち
の
県
本
は
、
神
社
明
細

帳
の
本
簿
の
ほ
か
、
こ
れ
を
補
足
す
る
追
加
簿
や
抜

明
細
帳
ま
で
含
め
る
と
全
部
で
二
十
六
冊
あ
り
、
こ

れ
ら
の
原
簿
と
な
っ
た
郡
本
は
四
冊
現
存
し
て
い

一
方
の
国
立
史
料
館
本
H

国
本
は
全
部
で
二
十

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

る。

一
冊
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

表
一
の
同
一
行
に
記
載
さ
れ
た
県
本
(
左
側
)

と
国
本
(
右
側
)
は
、
ほ
ほ
同
一
の
内
容
を
持
つ
も

の
と
考
え
て
よ
い
が
、
県
本
の
「
若
狭
国
大
飯
郡
神

社
明
細
帳
追
加
」
に
あ
た
る
国
本
が
残
存
し
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
一
冊
を
除
け
ば
、
全
て
の

市
と
郡
の
神
社
明
細
帳
が
、
県
本
・
国
本
と
も
に
残

存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
(
昭
和
十
二
年
四
月
一
日

に
市
制
を
施
行
し
た
敦
賀
市
の
神
社
明
細
帳
は
敦
賀

郡
の
簿
冊
に
含
ま
れ
て
い
る
)
。

他
の
都
道
府
県
で
の
県
本
の
残
存
状
況
を
詳
し

く
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
確
か
な
事
は
一
三
一
口
え

な
い
が
、
前
掲
『
社
寺
明
細
帳
の
成
立
』
の
巻
末
附

録
「
社
寺
明
細
帳
道
府
県
郡
市
別
残
存
状
況
一
覧
表

(
史
料
館
所
蔵
)
」
を
参
照
す
る
と
、
国
本
だ
け
に
限

っ
て
み
て
も
、
神
社
明
細
帳
が
県
下
全
市
郡
揃
い
で

残
存
し
て
い
る
県
は
福
井
県
を
除
け
ば
、
北
海
道
や

石
川
県
な
ど
十
一
道
県
し
か
な
い
。
中
に
は
青
森
県

や
滋
賀
県
の
よ
う
に
、
史
料
館
で
所
蔵
す
る
国
本
が

一
冊
も
な
い
県
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
井
県
の
よ
う

に
、
神
社
明
細
帳
が
県
本
・
国
本
と
も
に
全
市
郡
分

現
存
し
て
い
る
の
は
、
か
な
り
珍
し
い
ケ
l
ス
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
か
。
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(図書館蔵・史料館蔵)

[県立図書館本] =県本 [国立史料館本]=国本

請求記号; 史料名 請求記号: 史料名

本 簿

HI72厄/1越前国福井市神社明細帳全 44-20 福井県福井市神社明細帳全

HI72.厄211越前回足羽郡神社明細帳全 44-19 福井県足羽郡神社明細帳全

H172厄311越前国吉田郡神社明細帳全 44-17 福井県吉田郡神社明細帳全

H172厄4/t:越前回坂井郡神社明細帳参冊ノ内壱 44-1 福井県坂井郡神社明細帳 二冊ノ内一

H172厄4/2越前国坂井郡神社明細帳参冊ノ内弐 44-2 福井県坂井郡神社明細帳 二冊ノ内ー

HI72厄4/3越前回坂井郡神社明細帳参冊ノ内参 44-3 :福井県坂井郡神社明細帳二冊ノ内二

H173A/1越前国大野郡神社明細帳弐冊ノ内壱 44-6 福井県大野郡神社明細帳二冊ノ内ー

H173厄/2:越前国大野郡神社明細帳弐冊ノ内弐 44-7 福井県大野郡神社明細帳二冊ノ内二

H174A311越前国南条郡神社明細帳全 44-18 福井県南条郡神社明細帳全

H174厄/1越前回今立郡神社明細帳弐冊ノ内壱 44-4 福井県今立郡神社明細帳一冊ノ内一

H174厄/2越前回今立郡神社明細帳弐冊ノ内弐 44-5 福井県今立郡神社明細帳一冊ノ内ー

H174厄211:越前国丹生郡神社明細帳弐冊ノ内壱 44-12 福井県丹生郡神社明細帳一冊ノ内一

H174厄2/2越前固丹生郡神社明細帳弐冊ノ内弐 44-13 福井県丹生郡神社明細帳一冊ノ内一

H175A/1越前国敦賀郡神社明細帳全 44-11 福井県敦賀郡神社明細帳全

HI77/W/l若狭国三方郡神社明細帳全 44-14 福井県ニ方郡神社明細帳全

H177川2/1若狭国遠敷郡神社明細帳全 44-9 福井県遠敷郡神社明細帳二全

凹77/W3/1若狭国大飯郡神社明細帳全 44-16 福井県大飯郡神社明細帳全

郡別追加簿

H175厄/2越前回敦賀郡神社明細帳追加全 44-10 :福井県敦賀郡神社明細帳追加全

HI77/W/2若狭国三方郡神社明細帳追加全 44-15 福井県二方郡神社明細帳追加全

HI77/W2/2若狭国遠敷郡神社明細帳追加全 44-8 福井県遠敷郡神社明細帳[追加]

H177/W3/2 :若狭国大飯郡神社明細帳追加全

抜明細帳

H1701H7/1 :福井県下(越前・若狭)神社抜明細帳全11 44-21 福井県管下神社抜明細帳

県別追加簿 旧国別追加簿

H171厄311:越前国神社明細帳追加

H176パIV2/1若狭国神社明細帳追加

H170瓜2/1神社明細帳追加ノ部(福井県)

H176/W/l :若狭国境内神社増之部

福井県神社明細帳一覧表

[県立図書館本] =郡本

H173厄β:越前田大野郡神社明細帳(大野郡役所)
H174.厄/3神社寺院明細帳追加(今立郡役所)

H172A2/2神社明細簿(足羽郡役所)

H172A2/3神社主象定明細書(足羽郡役所)

写真5 県本(本簿と郡別追加簿)の小白書

※県立図書館では、上掲明細帳の全てを写真版またはマイクロフィルムで閲覧することができる。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



二
、
神
社
明
細
帳
調
製
の
前
段
階

明
治
十
二
年
に
神
社
明
細
帳
の
書
式
が
定
め
ら

れ
る
ま
で
、
明
治
政
府
は
幾
度
か
に
わ
た
っ
て
神
社

明
細
帳
の
前
身
と
な
る
調
査
を
命
じ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
明
細
帳
調
製
に
至
る
経
緯
を
理
解
す
る
た
め
、

前
段
階
の
調
査
を
少
し
詳
し
く
み
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
明
治
コ
一
年
間
十
月
二
十
八
日
、
政
府
は

各
府
藩
県
に
対
し
、
「
大
小
神
社
之
規
則
」
制
定
の

た
め
の
神
社
取
調
を
命
じ
て
い
る
。

[
太
政
官
布
告
第
七
百
七
十
九
割
]

今
般
囲
内
大
小
神
社
之
規
則
御
定
ニ
相
成
候
条
、
於

府
藩
県
、
左
之
箇
条
委
詳
取
調
、
当
十
二
月
限
可
差

出
事
某
但園
芸某
門郡
干r某
列村
或鎮

長座
藩
県
別
段
足手

敬
之
社
等
之
別

某
杜

並
大
小
ノ
建
物

一
宮
杜
間
数

一
祭
神
並
勧
請
年
記
附
杜
号
改
替
等
之
事

但
、
神
仏
旧
号
区
別
書
入
之
事

一
神
位

一
祭
日

21 

御勅杜
玉願地
串所間
献並数ス但
上ニ附三笠
等地 JZJ
之寝所産
事翰官有
寸，ι

勅塗停
額主
之主其
有干中
盤大

福雪
撫書
物載

摂造社
社営領
末公現
杜私米
之或高
事ハ
式禄所
年分在
等配之
之国
之別郡
別村
或

裏
米
並
神
宮
家

一
社
中
職
名
位
階
家
筋
世
代
附
近
年
杜
僧
復
飾

等
之
別

一
社
中
男
女
人
員

一
神
宮
若
シ
他
社
兼
勤
有
之
ハ
本
社
ニ
テ
ハ
某

職
他
社
ニ
テ
ハ
某
職
等
之
別

一
一
社
管
轄
府
藩
県
之
内
数
ケ
所
ニ
渉
リ
候
別

一
同
管
轄
之
庁
迄
距
離
里
数

こ
こ
で
は
神
社
の
鎮
座
地
、
社
名
、
祭
神
、
宮

杜
間
数
、
管
轄
之
庁
迄
距
離
里
数
と
い
っ
た
、
後
の

明
細
帳
で
も
調
査
さ
れ
る
項
目
と
は
別
に
、
式
内
社

・
式
外
杜
等
の
別
、
祭
日
、
勅
願
所
・
震
翰
・
勅
額

の
有
無
、
社
職
な
ど
委
細
に
わ
た
る
取
調
を
年
末
ま

で
の
お
よ
そ
二
ヶ
月
の
う
ち
に
行
う
べ
き
こ
と
を
命

じ
て
い
る
。
山
口
県
(
旧
藩
別
神
社
明
細
帳
)
や
群

馬
県
(
神
社
明
細
書
・
神
社
明
細
調
)
で
は
、
こ
の

時
、
固
に
提
出
し
た
明
細
帳
の
控
が
現
存
し
て
い
る

よ
う
だ
姉
、
福
井
県
に
関
す
る
簿
冊
は
現
在
の
と
こ

ろ
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
科
学
的
考
察
(
そ
の
一
)
神
社
明
細
帳

こ
の
明
治
三
年
時
の
神
社
調
査
を
踏
ま
え
、
翌

四
年
五
月
十
四
日
に
は
、
近
代
社
格
制
度
の
基
盤
と

な
る
布
告
「
官
社
以
下
定
額
・
神
宮
職
制
等
規
則
L

が
出
さ
れ
て
い
る
(
太
政
官
布
告
第
二
百
三
十
五

号
)
。
こ
れ
に
よ
り
神
社
は
、
官
杜
(
官
幣
杜
と
国

幣
社
)
と
そ
れ
以
外
の
諸
杜
(
府
杜
・
藩
杜
・
県
社

と
郷
社
)
と
に
区
別
さ
れ
、
前
者
を
神
祇
官
の
直
轄

に
、
後
者
を
地
方
官
の
管
轄
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の

社
格
制
度
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
同
年
七
月
四

日
に
は
「
郷
社
定
則
」
を
定
め
(
太
政
官
布
告
第
三

百
二
十
一
号
)
、
戸
籍
区
に
一
社
の
郷
社
を
指
定
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
他
を
村
杜
と
し
て
郷
社
に
附
属

さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
り

社
格
が
与
え
ら
れ
な
い
神
社
は
無
格
杜
と
な
っ
た
。

翌
五
年
正
月
(
日
欠
)
、
神
祇
省
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た

「
神
社
社
格
区
別
帳
」
の
提
出
は
、
こ
の
社
格
制
度

制
定
を
受
け
て
、
府
県
社
・
郷
社
・
村
社
ご
と
に
、

式
内
式
外
の
別
、
氏
子
戸
数
、
神
宮
名
、
所
在
地
を

改
め
て
調
査
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
明
治
三
年
の
取
調
に
比
べ
る
と
、
調
査
項
目

が
格
段
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
、
前
年
の
「
郷

社
定
則
」
に
お
け
る
神
宮
規
定
や
、

「
郷
社
定
則
」

と
同
日
に
定
め
ら
れ
た
「
大
小
神
社
氏
子
取
調
規

則
」
(
太
政
官
布
告
第
三
百
二
十
二
号
)
を
受
け
て
、
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調
査
項
目
を
必
要
な
も
の
だ
け
に
限
定
し
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
明
治
五
年
十
一
月
、
足
羽
県
が
公

表
し
た
県
社
・
郷
社
・
村
社
の
一
野
は
、
こ
の
法
令

に
対
応
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

、つノ
O

[
神
祇
省
第
一
号
]

先
般
官
社
以
下
定
額
及
神
官
職
員
規
則
等
被

候
節
、
府
県
社
・
郷
社
之
分
ハ
、
兼
テ
御
布
告
之
明

細
書
ヲ
以
取
調
区
別
之
上
、
追
テ
当
省
ヨ
リ
差
図
ニ

可
及
候
条
、
其
節
万
端
処
置
之
儀
、
可
相
伺
旨
被

仰
出
、
其
後
尚
又
郷
社
定
則
・
氏
子
取
調
方
等
御
布

告
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
、
今
般
更
ニ
別
紙
雛
形
之
通
取

調
、
来
ル
二
月
中
ヲ
限
リ
可
伺
出
事

但
、
是
迄
府
県
社
・
郷
社
等
区
別
見
込
相
立
伺
出

候
分
ハ
不
及
此
儀
事

(
別
紙
)

-

府

府

何
県
管
内
県
杜
郷
社
村
社
区
別

府
士
但
附
属
ノ
村
社
有
之
分
ハ
郷
社
ノ

県
子
雛
形
ヲ
照
準
シ
書
載
ス
ヘ
シ

土

式

内

氏

子

可

千

可

百

何

十

一
某
干
式
外
何
戸
刻
ハ
鮪
之

姓
名

仰
出

調
官

洞
掌

姓
名

何
郡
何
町村
鎮
座

一一 一第
第某某某某 某一
二何杜何社何杜何社 何杜区
区郡式式郡式式郡式式郡式式村郡式式郷
以何外内何外内何外内何外内社何外内社
下町村氏町村氏町村氏町村氏 町村氏
同鎮子鎮子鎮子鎮子 鎮子
上座何座何座何座何 座何
百百百.百 百
何何何何 何
十十十十 十
何何何何 何
戸戸戸戸 戸

調
官

姓
名

洞
掌

姓
名

洞
掌

姓
名

嗣
掌

姓
名

洞
掌

姓
名

そ
の
後
、
明
治
九
年
十
二
月
十
四
日
に
は
、
社
格

ご
と
の
神
社
数
と
神
宮
数
及
び
そ
の
増
減
を
調
べ
る

た
め
、
そ
の
数
を
表
形
式
に
し
て
半
年
報
で
教
部
省

(
神
祇
省
の
後
身
)
へ
報
告
さ
せ
始
め
た
。

[
教
部
省
達
第
三
十
五
号
]

府

県

各
管
内
町
一
社
以
下
神
社
及
洞
官
掌
員
数
表
、
自
今
別

紙
雛
形
ニ
照
準
、
半
年
毎
ニ
取
調
、

一
月
ヨ
リ
六
月

迄
ノ
分
ハ
翌
七
月
限
、
七
月
ヨ
リ
十
二
月
迄
ノ
分
ハ

翌
年
一
月
限
可
差
出
、
此
旨
相
達
候
事

(
別
紙
)
取
調
方
心
得

一
凡
テ
摂
末
社
ハ
社
格
ニ
非
ス
シ
テ
該
社
縁
由
ニ
原

ツ
ク
ノ
称
ナ
リ
、
故
ニ
府
県
社
以
下
ノ
摂
末
杜

摂
社
ハ
境
内
外
洪
杜
格
ニ
依
リ
其
欄
内
ヘ
記
載

末
社
ハ
境
外
ノ
壬

シ
、
社
格
無
之
向
ハ
無
格
杜
欄
内
へ
算
入
ス
ヘ

ン
但
、
津
テ
境
内
末
社
ハ
一
社
ニ
列
シ
難
キ
ヲ
以

テ
表
中
別
ニ
一
欄
ヲ
設
ク

一
官
国
幣
社
ハ
此
表
ニ
掲
ケ
ス
ト
睦
ト
モ
、
其
摂
末

社
ハ
前
件
ニ
準
シ
、
夫
々
記
載
ス
ヘ
シ

一
神
社
ノ
内
三
四
宇
ニ
テ
一
社
号
ナ
ル
ハ
一
社
ト

シ
、
又
祭
神
幾
座
ア
ル
モ
一
宇
ナ
ル
ハ
都
テ
一

杜
ト
ス
ヘ
シ

一
遥
拝
所
ハ
固
ヨ
リ
神
社
ニ
非
ス
シ
テ
、
本
社
祭
神

ヲ
遥
拝
ス
ル
ノ
所
ナ

j
九
年
当
省
第
八
ト

E
ト

I

号
達
書
之
通

モ
公
許
共
有
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
記
載
ス
ヘ
シ

但
、
遥
拝
所
ノ
内
建
物
無
之
向
ハ
算
入
ニ
及
ハ

ス

一
祖
霊
杜
ハ
神
葬
祭
ノ
輩
其
祖
先
等
ヲ
記
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
一
般
神
社
ト
差
異
ア
リ
ト
難
ト
モ
公
許
共

有
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
記
載
ス
ヘ
シ
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一
前
半
年
比
較
ノ
増
減
ハ
創
建
杜
数
以
下
毎
系
其
前

半
年
ノ
合
計
二
比
較
シ
テ
増
減
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ

以
上

イ日 別
番イ可紙
語国雛
数県府形
国杜
ニ以杜
渉下
ル神
モ社
ノ並
ハ神
台官

雪量
表表
ヲ
作
lレ

用
紙
美
濃
紙

前半年比較

三ロミ 同 同 同

神社境立
境 無 村 郷 県府 社

境 境 境
内外 内 外

祖 祖 遥
中告
末

ト一一「一一 信三E雪L 三信;五 拝 拝
減 増 言十 社 社 所 所 社 社 社 社 社 格

社数創建 何年七自治一明

社数復旧 月至月

社数併合
十六

月月

社数 現在
十六

人員 洞官
月現数月

人員 洞掌

竪
七
寸
横
四
寸
五
分

右
取
調
候
処
相
違
無
之
候
也

年

何
県府
印

月

日

23 

こ
の
時
の
調
査
で
も
、
神
社
の
祭
神
や
由
緒
な
ど

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
一
)
神
社
明
細
帳

は
調
査
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
杜
格
ご
と
の
神
社

数
と
神
宮
数
の
増
減
だ
け
が
調
査
対
象
と
さ
れ
た
。

調
査
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
暖
昧
に
さ
れ
て
き
た
社

格
の
い
く
つ
か
の
定
義
が
、
こ
こ
で
明
確
に
さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
、
境
内
末
社
を
除
く
摂
末
社
は
、
社
格

と
し
て
は
認
め
ず
、
境
内
摂
社
・
境
外
摂
社
・
境
外

末
社
は
、
各
々
の
社
格
(
例
え
ば
村
社
や
無
格
杜
)

で
把
握
す
る
も
の
と
し
た
。
次
に
、
遥
拝
所
や
祖
霊

杜
は
、
厳
密
に
は
神
社
で
は
な
い
が
、
公
許
共
有
の

も
の
は
、
神
社
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
境
内
境
外

の
区
別
を
し
た
上
で
把
握
す
る
、
と
定
義
し
て
い

る。
こ
の
時
期
、
現
行
の
福
井
県
域
の
う
ち
嶺
北
地
方

H
越
前
国
七
郡
(
足
羽
・
吉
田
・
大
野
・
坂
井
・
南

条
・
今
立
・
丹
生
)
は
石
川
県
に
、
嶺
南
地
方
H
越

前
田
敦
賀
郡
と
若
狭
国
三
郡
(
三
方
・
遠
敷
・
大

飯
)
は
滋
賀
県
に
属
し
て
い
た

(
明
治
九
年
八
月
二

十
一
日
1
十
四
年
二
月
六
日
)
。
石
川
県
で
は
、
翌

十
年
一
月
六
日
、
こ
の
時
の
達
を
区
戸
長
お
よ
び
郷

村
社
神
職
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
(
石
川
県
丙
八

番
)
、
明
治
九
年
分
の
届
出
を
一
月
中
に
行
う
よ
う

定
め
て
い
る
(
同
年
六
月
二
十
九
日
丙
百
五
十
六
番

で
は
一
月
と
七
月
の
届
出
期
日
を
十
五
日
と
定
め

た
)

0

一
方
の
滋
賀
県
で
は
同
年
四
月
三
十
日
に
「
摂

末
社
等
取
調
上
申
書
」
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
が
(
滋

賀
県
丙
第
七
十
二
号
)
、
こ
れ
も
教
部
省
達
へ
の
対

応
だ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

明
治
十
年
一
月
、
内
務
省
内
に
、
教
部
省
か
ら

社
寺
行
政
を
引
き
継
ぐ
形
で
社
寺
局
が
設
置
さ
れ
る

と
、
翌
十
一
年
九
月
九
日
に
は
、
四
か
条
か
ら
な
る

「
社
寺
取
扱
概
則
」
が
定
め
ら
れ
た
(
内
務
省
達
乙

第
五
十
七
号
)
。
概
則
は
、
社
寺
の
創
建
・
再
興
・

復
旧
、
移
転
・
廃
合
・
改
称
の
方
法
や
手
続
き
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
社
寺
の
創
建
や
移

転
な
ど
を
内
務
省
に
届
け
出
る
た
め
の
「
社
寺
明
細

書
」
の
書
式
が
一
不
さ
れ
た
。
こ
の
書
式
は
、
こ
れ
ま

で
別
々
に
作
成
さ
れ
て
い
た
神
社
と
寺
院
の
初
め
て

の
統
一
的
な
明
細
書
書
式
で
も
あ
っ
た
(
次
節
に
み

る
明
治
十
二
年
内
務
省
達
乙
第
三
十
一
号
の
明
細
帳

書
式
に
よ
り
、
本
書
式
は
失
効
)

0

[
内
務
省
達
乙
第
五
十
七
号
]
(
部
分
)

(
別
紙
)
社
寺
明
細
書
書
式
」

斗

叫

』

↓

叶

J

何
一
羽
管
下
何
国
郡
吋
字

間

河

町

山

某
神
社

総
本
山
或
ハ
本
寺
又
ハ
某
寺
末
某

寺
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一
祭
神

一
本
尊

一
由
緒
創
建
・
再
興
・
復
旧
、
或
ハ
邸
内
杜
堂
・
掛

・
道
場
・
引
直
・
寺
号
・
公
称
等
許
可
ノ
年

月
並
社
寺
ニ
関
ス

ル
縁
由
ア
記
ス
ヘ
シ

一
境
内
坪
数
並
地
種

一
社
間
数
其
他
ノ
建
物
ア
レ

堂

ハ

並

ヘ

挙

ク

ヘ

シ

一
神
宮

一
住
職
氏
子

一
檀
徒
若
ク
ハ
信
徒
ノ
人
員

一
社
寺
ヨ
リ
管
轄
庁
迄
ノ
距
離
里
数

前
書
之
通
相
違
無
之
候
也

年

何
県府
印

月

日

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
政
府
は
、
数
度
に
わ
た

る
神
社
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
主
た
る
調
査

目
的
は
、
社
格
ご
と
の
神
社
数
の
把
握
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
日
。

三
、
神
社
明
細
帳
調
製
に
関
わ
る
法
令

前
節
に
み
た
よ
う
な
度
々
に
わ
た
る
神
社
取
調
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
は
提
出
さ
れ
た
明
細
書

の
内
容
に
脱
誤
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

改
め
て
書
式
を
定
め
、
更
に
精
密
な
る
再
調
製
を
命

じ
た
の
が
、
明
治
十
二
年
六
月
二
十
八
日
の
内
務
省

達
で
あ
る
。

[
内
務
省
達
乙
第
三
十
一
号
]

府
県
神
一
時
ぺ

各
管
下
神
社
寺
院
明
細
帳
之
儀
、
最
前
進
達
ノ
分
脱

誤
不
少
候
条
、
別
紙
書
式
ニ
照
準
更
ニ
精
密
取
調
、

且
境
外
遥
拝
所
・
招
魂
社
・
祖
霊
社
明
細
帳
ヲ
モ
調

製
、
本
年
六
月
三
十
日
ノ
現
況
ヲ
以
テ
取
調
、
同
十

二
月
限
リ
可
差
出
、
此
旨
相
達
候
事

但
、
真
宗
寺
院
明
細
帳
ノ
儀
ハ
十
年
当
省
乙

第
六
十
九
号
達
之
趣
候
処
、
今
般
取
調
ニ
付

テ
ハ
各
宗
寺
院
同
様
取
調
差
出
ス
ヘ
キ
事

(
別
紙
)
神
社
明
細
帳
書
式

何
時
管
下
何
回
何
郡
何
問
字
何

は
H

Y

，fr
，

社
格
何某

神

一
祭
神
由
緒

一
社
殿
間
数

一
境
内
坪
数
並
地
種

境
某内
祭神神
神社社
幾
杜

由
緒

建
物

一
境
内
某
遥
拝
所

由
緒
建
物

一
境
内
招
魂
杜

由
緒
建
物

一
境
内
祖
霊
杜

由
緒
建
物

社

共
有
人
員

一
境
外
所
有
地

耕
地
段
別
地
価
金
額

山
林
段
別
地
価
金
額

宅
地
段
別
地
価
金
額

一
氏
子
戸
数

一
管
轄
庁
迄
ノ
距
離
里
数

以
上

ア
l
d

何
刊
字
何

4
小
1

何
問
字
何

ふ小，

何
問
字
何

ふ
か

1

(
寺
院
明
細
帳
書
式
・
境
外
遥
拝
所
明
細
帳
書
式
・

境
外
招
魂
社
明
細
帳
書
式
・
境
外
祖
霊
杜
明
細
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帳
書
式
は
省
略
)

明
細
帳
取
調
方
心
得

一
明
細
帳
ハ
神
社
・
寺
院
・
境
外
進
拝
所
・
招
魂
杜

・
祖
霊
社
ノ
五
種
ニ
分
チ
、
神
社
寺
院
ハ
毎
郡

各
冊
ニ
編
製
シ
、
表
紙
ニ
何
回
何
郡
神
社
月
田

寺
院
i
申

帳
ト
署
記
ス
一
郡
ニ
シ
テ
他
府
県
ニ
跨
ル
者
ハ

何
郡
ノ
内
ト
記
シ
又
一
郡
ニ
シ
テ

二
冊
以
上
ナ
ル
者
ハ
明
百

帳
幾
冊
ノ
内
ト
記
ス
ヘ
シ
一
冊
内
ハ
町
村
ヲ
以

テ
次
叙
シ
、
同
町
村
内
ノ
神
社
ハ
社
格
、
寺
院

ハ
宗
派
ヲ
以
テ
区
別
シ
、
且
冊
首
ニ
町
村
名
目

録
ヲ
附
ス
ヘ
シ
、
境
外
遥
拝
所
以
下
ハ
毎
回
各

冊
ニ
編
製
シ
、
表
紙
ノ
署
記
並
目
録
ハ
前
ニ
準

ス
ヘ
、
ン

一
用
紙
ハ
美
濃
十
三
一
行
界
紙
ヲ
用
ヒ
、

一
社
寺
毎
ニ

相
認
ム
ヘ
シ

但
、
摂
末
社
ノ
名
義
ヲ
問
ハ
ス
神
社
境
外
ニ
在

ル
者
ハ
総
テ
一
社
ト
シ
各
紙
ニ
認
ム
ヘ
シ

一
神
宮
・
官
国
幣
社
並
同
境
内
神
士
社
格
ノ
有
無
、

千
二
拘
ハ
ラ
ス
ノ

取
調
ニ
及
ハ
ス

一
山
野
路
傍
存
置
ノ
神
嗣
並
衆
庶
参
拝
ヲ
許
可
セ
シ

人
民
私
邸
内
ノ
神
洞
ハ
、
並
ニ
一
杜
ト
シ
、
其

神
社
境
内
へ
移
転
セ
シ
者
ハ
、
境
内
神
社
ノ
項
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下
ニ
記
ス
ヘ
シ

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

一
造
拝
所
・
招
魂
杜
・
祖
霊
杜
並
寺
院
ノ
別
院
・
支

坊
・
末
庵
等
ハ
公
許
共
有
ニ
係
ル
者
ノ
ミ
ヲ
取

調
フ
ヘ
シ

但
、
官
祭
招
魂
杜
並
建
物
無
之
進
拝
所
ハ
記
載

ニ
及
ハ
ス

一
由
緒
ハ
創
立
・
公
称
・
廃
合
・
再
興
・
復
旧
・
移

転
及
ヒ
社
格
等
許
可
ノ
年
月
並
該
社
寺
ニ
関
ス

ル
縁
由
沿
草
ヲ
詳
記
ス
ヘ
シ

一
社
寺
境
内
地
ノ
社
寺
名
受
ニ
非
ル
者
ハ
、
名
受
人

ノ
姓
名
、
私
有
共
有
ノ
別
ヲ
地
種
ノ
下
ニ
登
記

ス
ヘ
シ

教

院

庄

一
社
寺
境
内
ニ
杜
堂
外
ノ
建
物
ノ
類
ア
ラ
ハ
杜
堂
間

数
ノ
次
ニ
並
ヘ
挙
ク
ヘ
シ

一
祭
神
由
緒
不
詳
ト
難
ト
モ
、
古
老
ノ
口
碑
等
ニ
存

ス
ル
者
ハ
、
其
旨
ヲ
記
シ
、
境
内
達
拝
所
等
無

之
者
ハ
、
其
項
ヲ
除
ク
ヘ
シ

一
社
寺
ニ
氏
子
檀
徒
無
之
向
ハ
信
徒
骨
帥
ノ
人
員
ヲ

ノ
ゆ
亦
中
A

記
ス
ヘ
シ

一
明
細
帳
取
調
済
ノ
後
、
府
県
限
リ
処
分
セ
シ
事
件

ニ
シ
テ
明
細
帳
ヲ
改
正
シ
、
又
ハ
記
入
ス
ヘ
キ

者
ハ
、
毎
月
末
取
纏
メ
、
本
省
へ
届
出
ヘ
シ

但
、
従
前
届
出
方
ノ
成
規
ア
ル
者
ハ
格
別
ナ
リ

ト
ス
、
尤
向
後
新
ニ
明
細
書
ヲ
出
ス
モ
ノ
ハ
、

総
テ
此
書
式
ニ
準
ス
ヘ
シ

こ
こ
で
定
め
ら
れ
た
明
細
帳
書
式
は
、
そ
の
後

幾
度
か
の
変
更
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の

の
、
六
十
年
間
以
上
続
く
神
社
明
細
帳
書
式
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
細
か
な
内
容
の
検
討
に
つ

い
て
は
、
次
節
以
下
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
、

続
け
て
県
側
の
対
応
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。

石
川
県
で
は
、
六
月
二
十
八
日
の
内
務
省
達
を

受
け
て
、
七
月
十
五
日
付
け
で
次
の
よ
う
な
布
達
を

発
し
た
。

[
石
川
県
乙
六
十
二
番
]

神
社
寺
院
井
境
外
遥
拝
所
・
招
魂
社
・
祖
霊
杜
明
細

帳
調
製
方
、
今
般
内
務
省
ヨ
リ
達
相
成
候
条
、
別
紙

書
式
ニ
照
準
取
調
、
本
年
十
月
限
リ
郡
区
役
所
ヘ
可

差
出
、
此
旨
社
寺
井
招
魂
杜
等
共
有
人
へ
布
達
候
事

但
、
本
文
取
調
心
得
方
ノ
儀
ニ
付
テ
ハ
追
テ
郡
区

長
ヨ
リ
別
段
相
達
ス
ヘ
シ

石
川
県
令
千
坂
高
雅

(明
以治
下十

別年
紙七
の月
書十
式8五
は日
省
略

省
達続
りけ
?で
し一

員;
細ノγ
帳は
の
取
三回 九

男早

存t
lこに
該は
当、

す内
る務
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布
達
が
発
せ
ら
れ
た
。
本
来
、
な
ら
ば
、
こ
の
心
得

は
、
七
月
十
五
日
の
段
階
で
書
式
と
一
緒
に
載
せ
ら

れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
い
か
な
る
理

由
に
よ
り
二
ヶ
月
遅
れ
て
発
せ
ら
れ
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
南
条
郡
と
今
立
郡
の
も
の
を
掲
載

し
た
が
、
未
確
認
な
が
ら
、
他
の
五
郡
に
つ
い
て
も

同
様
の
布
達
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

[
石
川
県
丙
八
十
番
]

南
条
今
立
郡
各
町
村
戸
長
役
場

本
年
七
月
乙
六
十
二
番
布
達
、
神
社
・
寺
院
井
境
外

造
拝
所
・
招
魂
社
・
祖
霊
杜
明
細
帳
取
調
方
、
別
紙

心
得
書
ニ
準
拠
シ
本
年
六
月
三
十
日
ノ
現
況
ヲ
以
取

(明調
以治期
下十限
「二ヲ
明年恕
細九ラ
帳月ス
取十可
調五為
方日差
心出
得今南候
」立条也
は郡
注長
を松
参本
照Z晩
)翠

一
方
の
滋
賀
県
で
は
内
務
省
達
へ
の
対
応
が
大

幅
に
遅
れ
た
。
四
ヶ
月
以
上
経
っ
た
十
一
月
六
日
に

初
め
て
明
細
帳
調
製
の
件
が
布
達
さ
れ
た
。

[
滋
賀
県
布
達
甲
第
百
五
拾
一
一
一
号
]

今
般
社
寺
及
ヒ
遥
拝
所
・
招
魂
社
・
祖
霊
社
・
仏
堂

等
明
細
帳
調
製
ノ
儀
ニ
付
、
其
筋
ヨ
リ
達
有
之
候

条
、
則
別
紙
書
式
ニ
照
準
シ
、
且
心
得
書
ノ
旨
趣
篤

ト
注
意
シ
、
本
年
六
月
三
十
日
ノ
現
在
ヲ
以
精
密
調

査
シ
、
来
ル
十
二
月
廿
日
限
リ
、
正
副
弐
通
相
製

シ
、
添
書
ヲ
附
シ
、
各
戸
長
ヨ
リ
郡
役
所
へ
可
差
出

此
旨
布
達
事
滋
賀
県
令
龍
手
田
安
定
代
理

明
治
十
二
年
十
一
月
六
日
滋
賀
県
大
書
記
官
酒
井
明

(
以
下
、
別
紙
の
書
式
は
省
略
)

(
以
下
、
「
明
細
帳
取
調
方
心
得
」
は
注
を
参
照
)

滋
賀
県
で
は
石
川
県
と
は
異
な
り
、
書
式
と
心

得
が
別
々
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
や
は
り
調
査
期
間
と
し
て
は
短
す
ぎ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
国
の
定
め
た
締
切
り
で
あ
る
十
二
年
十
二

月
末
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
戸
長
か
ら
郡
役
所
へ

提
出
す
る
締
め
切
り
は
十
二
月
二
十
日
に
指
定
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遅
れ
る
と
こ
ろ
が
数
多

く
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
十
三
年
一
月
二
十
二
日

に
、
次
の
よ
う
な
布
達
が
出
さ
れ
た
。

[
滋
賀
県
甲
第
拾
号
]
(
傍
点
筆
写
。
以
下
同
)

社
寺
及
ヒ
仏
堂
・
遥
拝
所
・
招
魂
杜
・
祖
霊
杜
等
明

細
書
調
査
差
出
方
ノ
儀
ニ
付
テ
ハ
、
昨
十
二
年
本
県

甲
第
百
五
十
三
一
号
ヲ
以
テ
、
同
年
十
二
月
廿
日
限
リ

戸
長
ヨ
リ
郡
役
所
ヘ
可
差
出
旨
及
布
達
置
候
処
、
今

以
テ
不
差
出
向
往
々
有
之
、
調
査
上
ニ
差
支
不
都
合

ノ
儀
候
条
、
神
官
住
職
ニ
於
テ
無
怠
取
調
、
戸
長
役

場
ヘ
可
差
出
、
尤
モ
境
外
遥
拝
所
・
招
魂
社
・
祖
霊

杜
並
ニ
即
今
神
官
・
住
職
・
留
守
居
等
無
之
社
寺
・

仏
堂
ハ
、
戸
長
ニ
於
テ
前
顕
甲
第
百
五
十
三
号
布
達

雛
形
ニ
照
準
、
粗
漏
杜
撰
無
之
様
、
厚
ク
注
意
取
調
、

至
急
郡
役
所
へ
可
差
出
、
此
旨
布
達
候
事

滋
賀
県
令
龍
手
田
安
定
代
理

明
治
十
三
年
一
月
廿
二
日
滋
賀
県
大
書
記
官
酒
井
明

と
こ
ろ
で
、
国
へ
の
進
達
が
遅
れ
た
の
は
何
も
滋

賀
県
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
丑
木
幸
男
に

よ
れ
ば
、
十
二
年
中
の
提
出
を
無
理
と
み
た
群
馬
県

で
は
、
十
二
月
二
十
四
日
に
県
令
か
ら
内
務
卿
あ
て

に
「
神
社
寺
院
明
細
帳
進
達
延
期
上
申
」
を
提
出

し
、
翌
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
延
期
を
上
申

し
て
許
可
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
三
月
二
十
六
日

に
は
再
び
六
月
三
十
日
ま
で
の
延
期
を
上
申
、
そ
の

結
果
、
明
細
帳
を
進
達
で
き
た
の
は
締
め
切
り
を
半

年
近
く
過
ぎ
た
十
三
年
六
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
、
っ
。

明
細
帳
が
国
に
進
達
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
相
当
の

時
間
と
労
力
を
要
し
た
は
ず
で
あ
り
、
進
達
が
遅
延
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し
た
の
も
無
理
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
、

先
の
布
達
な
ど
を
元
に
、
明
細
帳
進
達
の
手
順
を
復

元
す
る
こ
と
で
、
そ
の
労
力
の
一
端
を
垣
間
見
て
み

苧
-
ミ

O

ナ
h
L
Vま
ず
、
神
宮
ら
の
調
査
を
経
て
、
末
尾
に
戸
長

・
神
官
・
信
徒
総
代
ら
の
署
名
・
連
印
が
な
さ
れ
た

正
本
二
通
、
副
本
一
通
、
計
三
一
通
の
神
社
明
細
書
が

作
成
さ
れ
る
(
滋
賀
県
で
は
正
副
二
通
)
。
こ
の
明

細
書
は
、
戸
長
役
場
を
通
じ
て
郡
役
所
に
提
出
さ
れ

る
(
石
川
県
で
は
こ
の
明
細
書
に
表
紙
は
不
要
と
さ

れ
た
が
、
目
録
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
っ
た
)
。
次

に
郡
役
所
は
、
郡
内
各
戸
長
役
場
か
ら
提
出
さ
れ
て

き
た
明
細
書
を
編
綴
し
て
、
一
部
を
県
庁
に
提
出

し
、
も
う
一
部
を
郡
役
所
で
保
管
し
た
(
こ
れ
ら
を

本
稿
で
は
「
郡
本
」
と
仮
称
し
た
)
。
提
出
さ
れ
た

郡
本
を
も
と
に
、
県
庁
で
は
県
の
名
が
入
っ
た
罫
紙

に
明
細
帳
を
二
部
清
書
し
、
一
部
を
固
に
進
達
し
、

一
部
は
県
で
保
管
し
た
(
固
に
進
達
さ
れ
た
も
の
を

「
国
将
」
、
県
で
保
管
さ
れ
た
も
の
を
「
県
将
」
と

仮
称
)
。
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明
治
十
二
年
段
階
で
石
川
県
は
、
越
前
・
加
賀

・
能
登
・
越
中
併
せ
て
二
十
三
郡
、
議
賀
県
は
近
江

・
若
敦
併
せ
て
十
六
郡
か
ら
成
っ
て
い
た
。

「
明
治

滋
賀
県
治
一
覧
概
表
」
に
よ
れ
ば
、
当
時

滋
賀
県
下
の
県
社
、
郷
社
、
村
社
、
無
格
社
の
合
計

数
は
、
四
千
四
百
四
十
八
社
を
数
え
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
神
社
全
て
に
つ
い
て
、
所
在
地
、
社
格
、
社
名
、

祭
神
、
由
緒
等
を
調
査
し
て
書
類
を
作
成
す
る
の

は
、
一
通
り
の
労
力
で
は
行
い
得
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
に
何
よ
り
も
、
提
出
す
べ
き
明
細
帳
は

各
郡
の
神
社
明
細
帳
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
各
郡
の

寺
院
明
細
帳
、
県
下
の
境
外
逢
拝
所
明
細
帳
・
境
外

招
魂
杜
明
細
帳
・
境
外
祖
霊
社
明
細
帳
も
進
達
を
求

め
ら
れ
て
い
た
。
石
川
県
の
場
合
、
越
前
国
七
郡
分

の
み
で
も
各
郡
神
社
明
細
帳
が
十
=
一
冊
、
遥
拝
所
と

祖
霊
杜
の
明
細
帳
が
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
、
合
計
十
五
冊

十
二
年

に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
県
本
と
国
本
の
二
部
清

書
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
合
計
三
一
十
冊
と
な
る
。

そ
の
労
力
や
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
石
川
県
と
滋
賀

県
が
調
製
し
た
現
福
井
県
域
の
明
細
帳
は
、
明
治
十

四
年
二
月
七
日
に
福
井
県
が
置
県
さ
れ
る
と
、
そ
の

ま
ま
福
井
県
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

こ
で
県
本
「
越
前
国
足
羽
郡
神
社
明
細
帳
」
の
冒
頭

に
撮
ら
れ
た
神
社
明
細
帳
進
達
文
の
写
を
見
て
お
き

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
一
)
神
社
明
細
帳

宇-、
A

O

ナ
ム
、

ν

[
庶
第
参
百
四
拾
参
競
]

神
社
明
細
帳
進
達

明
治
十
二
年
乙
第
三
十
一
号
御
達
ニ
依
リ
取
調
タ
ル

越
前
回
敦
蹟
郡
社
寺
明
細
帳
ノ
草
稿
ヲ
以
テ
、
客
年

ヲ
E
J
ク

分
県
之
際
石
川
県
ヨ
リ
引
継
候
ニ
付
、
爾
来
於
当
県

遂
調
査
、
別
冊
神
社
明
細
帳
肘
一
一
一
及
境
外
遥
拝
所
明

細
帳
十
境
外
祖
霊
杜
明
細
帳
十
合
シ
テ
拾
五
冊
整
頓

候
ニ
付
、
目
録
相
添
進
達
候
也

但
、
十
二
年
七
月
ヨ
リ
十
二
月
ニ
係
ル
異
動
ヲ
モ

取
調
置
候
、
此
段
添
申
候
也

明
治
十
五
年
十
二
月
十
五
日
県
令
代
理

福
井
県
大
書
記
官
妻
木
絹
介

内
務
卿
山
田
顕
義
殿

(
目
録
は
省
略
)

こ
の
進
達
文
に
よ
れ
ば
、
福
井
県
が
石
川
県
よ

り
引
き
継
い
だ
の
は
の
は
、
完
成
し
た
県
本
で
は
な

く
、
県
本
・
国
本
を
清
書
す
る
前
の
「
草
稿
(
郡
本

か
)
」
で
あ
っ
た
と
い
い
、
明
治
十
四
年
の
置
県
後
に

福
井
県
が
調
査
を
完
遂
し
、
明
治
十
五
年
末
に
な
っ

て
、
よ
う
や
く
正
式
な
国
本
を
提
出
し
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
他
に
当
時
の
様
子
を
知
る
手
掛
か
り

は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
詳
細
は
知
る
こ
と
が
で
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き
な
い
が
、
石
川
県
も
群
馬
県
や
滋
賀
県
以
上
に
、

国
へ
の
進
達
が
遅
延
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
十
四
年
以
降
は
、
越
前
国
人

郡
と
若
狭
国
三
郡
、
合
計
十
一
郡
の
明
細
帳
は
福
井

県
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

引
き
続
き
、
そ
の
後
の
書
式
の
改
正
等
を
追
っ

て
お
き
た
い
。

明
治
十
五
年
十
一
月
七
日
、
内
務
省
達
乙
第
五

十
九
号
に
よ
り
、
明
治
十
二
年
の
明
細
帳
書
式
に
新

た
に
「
神
官
・
住
職
」
の
項
目
が
加
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
(
明
治
十
九
年
九
月
二
十
七
日
内
務
省
令
第

十
六
号
に
よ
り
削
除
)
。

福
井
県
で
も
同
年
六
月
、
布
達
丙
第
五
十
二
号

に
よ
り
、
社
寺
明
細
帳
書
式
が
改
め
て
定
め
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
県
報
本
文
の
散
逸
の

た
め
、
具
一
体
的
な
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

同
年
中
の
福
井
県
報
に
は
、
い
く
つ
か
明
細
帳
の
書

式
に
関
す
る
布
達
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
や

は
り
こ
れ
ら
も
本
文
は
不
明
で
あ
る
。
福
井
県
文
書

館
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
福
井
県
報
の
検
都
」
結
果

よ
り
、
概
要
の
み
を
掲
げ
て
お
く
。

[
布
達
甲
第
十
七
号
]
社
寺
明
細
帳
へ
建
物
間
数
共

追
加
編
成

[
布
達
丙
第
百
三
号
]
県
社
以
下
調
査
方

[
布
達
丙
第
百
十
三
号
]
社
寺
招
魂
社
祖
霊
社
ノ
書

式
廃
止

続
い
て
福
井
県
で
は
、
翌
十
六
年
十
月
二
十
九
日

布
達
丙
第
百
二
号
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
書
式
を
変

更
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
、
所
在
地
記
載
を
、
そ

れ
ま
で
の
「
何
冊
何
番
地
字
何
」
か
ら
、
「
何
問
第

ふ
小
E

ふ
小
I

何
号
字
何
第
何
番
地
」
と
変
更
。
併
せ
て
境
外
所
有

地
の
項
に
あ
る
「
耕
地
」
を
「
阻
或
」
と
し
、
「
何

'
J
a
p
 

間
宇
何
」
を
全
て
「
何
問
第
何
号
字
何
第
何
番
地
」

ム

介

。

ム

小

，

と
変
更
し
た
。

更
に
翌
十
七
年
二
月
二
十
九
日
に
は
、
書
式
に

新
た
な
項
目
と
し
て
「
永
続
方
法
」
が
追
加
さ
れ

る
[
福
井
県
布
達
丙
第
廿
号
]

郡

役

所

戸
長
役
場

明
治
十
四
年
取
本
県
丙
第
五
十
二
号
達
、
社
寺
明
細

帳
書
式
耕
一
一
一
中
境
外
所
有
地
ノ
次
へ
、
左
之
一
項
増

加
候
条
、
此
旨
相
達
候
事

明
治
十
七
年
二
月
廿
九
日

一
永
続
方
法

福
井
県
令
石
黒
務

金
何
円
銭
厘

資
本

金
何
円
銭
厘

毎
年
氏
子
(
檀
徒
)
(
信
徒
)

ヨ
リ
寄
附
高

毎
年
氏
子
(
檀
徒
)
(
信
徒
)

米
何
石
斗
升

ヨ
リ
寄
附
高

(
境
外
所
有
地
ノ
上
リ
高
ハ
愛
ニ
記
ス
ル
ノ
限
ニ
ア

ラ
ス
)

そ
し
て
、
内
務
省
が
大
正
二
年
四
月
二
十
一
日

に
発
し
た
「
官
国
幣
社
以
下
神
社
ノ
祭
神
、
神
社
名
、

社
格
、
明
細
帳
、
境
内
、
移
転
、
廃
合
、
参
拝
、
拝

観
、
寄
附
金
、
講
札
、
神
札
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
そ

れ
ま
で
の
神
社
制
度
お
よ
び
関
係
法
令
の
見
直
し
を

図
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
第
一
章
が
「
祭
神
、

神
社
名
、
杜
格
、
明
細
帳
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
神

社
明
細
帳
に
つ
い
て
も
大
幅
な
改
訂
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
関
連
す
る
条
項
の
み
抜
き
出
し
て
お
く
。

[
内
務
省
令
第
六
号
]
(
抄
)

第
七
条
神
社
、
建
物
ア
ル
遥
拝
所
及
官
修
墳
墓
ニ

付
テ
ハ
地
方
長
官
ハ
別
記
様
式
ニ
依
リ
其
ノ
明

細
帳
二
通
ヲ
調
製
シ
一
通
ヲ
内
務
大
臣
ニ
進
達

ス
へ
、
ン

第
八
条

神
社
、
建
物
ア
ル
遥
拝
所
ノ
管
理
者
及
官

修
墳
墓
ノ
監
守
者
ハ
明
細
帳
ノ
様
式
ニ
準
シ
調
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製
セ
ル
明
細
書
ヲ
備
付
ク
ヘ
シ

第
九
条
明
細
帳
ニ
脱
漏
ノ
神
社
ハ
其
ノ
編
入
ヲ
地

方
長
官
ニ
具
申
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

神
社
ハ
明
細
帳
ノ
記
載
事
項
ニ
変
更
ヲ
生

第
十
条
シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
其
ノ
訂
正
ヲ
要
ス
ト
認
ム
ル

ト
キ
ハ
之
ヲ
地
方
長
官
ニ
申
出
ツ
ヘ
シ

第
十
一
条
地
方
長
官
ニ
於
テ
祭
神
ノ
決
定
、
変

更
、
訂
正
又
ハ
明
細
帳
脱
漏
神
社
ノ
編
入
ヲ
為

サ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
内
務
大
臣
三
果
請
ス
ヘ
シ

但
シ
北
海
道
ニ
在
リ
テ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

第
四
十
八
条
本
令
施
行
前
調
製
シ
タ
ル
明
細
帳
ハ

第
七
条
ニ
依
リ
調
製
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス

府書
県式
杜)

以第
下二

県府道神号
国社様
市郡明式
区細
村町帳
大(
字美
濃
罫
紙

字

(
社
格
)
(
神
社
名
)

番
地
鎮
座

一
祭
神
(
神
名
)

配
把
(
神
名
)

由
緒

一
社
殿
(
種
類
)

一
境
内
(
坪
数
)

一
氏
子
(
戸
数
)
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一
境
内
神
社
(
神
社
名
)

祭
神
(
神
名
)

由
緒
社
殿
(
種
類
)

一
境
内
招
魂
社

(
招
魂
社
名
)

祭
神
(
神
名
)

由
緒
社
殿
(
種
類
)

一
境
内
遥
拝
所

(
遥
拝
所
名
)

由
緒
建
物
(
種
類
)

備
考

(
社
格
)
(
神
社
名
)
(
神
名
)
等
括
弧
ノ
箇

所
ハ
各
々
其
ノ
該
当
ノ
事
項
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ

「
社
殿
」
ノ
下
「
種
類
」
ト
ア
ル
箇
所
ニ
ハ

本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
又
ハ
社
務
所
等
建
物
ノ

名
称
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ

一
氏
子
ナ
キ
神
社
ニ
在
リ
テ
ハ
氏
子
ニ
準
ス
ヘ

キ
崇
敬
者
戸
数
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ

一
明
細
帳
ハ
都
市
区
ニ
別
チ
テ
編
製
シ
目
録
ヲ

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
科
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

附
ス
ヘ
シ

明
治
十
二
年
に
書
式
が
定
め
ら
れ
て
以
来
、
こ
の

大
正
二
年
の
内
務
省
令
が
最
大
の
書
式
改
訂
と
な
っ

た
が
、
そ
れ
以
前
に
調
製
さ
れ
た
明
細
帳
も
効
力
を

有
す
る
こ
と
が
、
附
則
の
第
四
十
八
条
に
お
い
て
定

め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
十
二
年
書
式
を
有
効
と
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
梅
田
義
彦
は
「
(
大
正
二
年
の
)

新
様
式
に
よ
っ
て
改
め
て
作
製
す
る
こ
と
は
、
相
当

の
経
費
と
手
数
と
を
要
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
の

に
よ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
兵
庫
県
は
新
様
式
で
改

(
お
)

編
し
た
こ
と
も
併
せ
て
紹
介
し
て
い
る
。
青
木
睦
に

よ
れ
ば
、
埼
玉
県
で
は
大
正
二
年
書
式
に
基
づ
い
て

県
本
を
整
備
し
直
し
た
が
、
群
馬
県
・
京
都
府
・
島

根
県
・
山
口
県
で
は
、
明
治
十
二
年
書
式
の
ま
ま
府

(
担
)

県
本
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
い
う
。
福
井
県
の
場

合
も
、
特
に
こ
の
大
正
二
年
改
訂
書
式
に
対
応
し
た

県
令
な
ど
は
発
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
県
本
は

明
治
十
二
年
書
式
で
記
載
し
た
も
の
を
使
用
し
続
け

て
い
る
。
一
方
、
国
本
に
つ
い
て
は
、
大
正
二
年
改
訂
書
式

に
拠
っ
て
、
県
が
清
書
し
直
し
て
提
出
し
た
も
の
を

綴
じ
た
原
本
綴
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
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る
。
青
木
睦
は
、
こ
の
大
正
二
年
の
書
式
改
訂
を
、

明
治
二
十
二
年
の
市
町
村
制
施
行
に
伴
う
社
寺
所
在

地
の
変
更
、
お
よ
び
明
治
三
十
九
年
に
始
ま
る
神
社

合
併
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
「
地
名
変
更
と
社

寺
合
併
に
よ
る
廃
寺
・
移
転
の
手
続
き
を
終
え
て
の

明
細
帳
の
書
式
の
改
訂
は
、
中
央
庁
の
管
理
公
簿
と

し
て
の
精
度
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
評
価

(
お
)

し
て
い
る
。
し
か
し
、
次
節
以
降
で
詳
し
く
検
討
す

る
が
、
福
井
県
に
関
す
る
国
本
に
限
っ
て
三
す
ん
ば
、

実
際
に
書
式
改
訂
に
よ
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
精
度
上
昇

が
図
ら
れ
た
か
は
、
疑
問
の
余
地
も
あ
る
。

そ
の
後
、
終
戦
を
迎
え
た
昭
和
二
十
年
の
十
二

月
十
五
日
、

G
H
Qが
「
国
家
神
道
廃
止
令
(
神
道

指
令
)
」
を
発
し
、
神
社
神
道
の
国
家
管
理
か
ら
の
分

離
が
指
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
翌
年
二
月
二

日
、
そ
れ
ま
で
の
神
社
神
道
に
関
す
る
諸
法
令
の
改

廃
を
行
う
と
と
も
に
、
従
来
の
社
格
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
(
勅
令
第
七
十
一
号
)
。
ま
た
、
神

社
が
宗
教
法
人
と
な
り
う
る
よ
う
、
前
年
十
二
月
二

十
八
日
に
公
布
施
行
さ
れ
て
い
た
宗
教
法
人
令
の
改

正
も
行
わ
れ
た
(
勅
令
第
七
十
号
)
。
こ
の
改
正
に

お
い
て
、
宗
教
法
人
と
見
な
さ
れ
た
の
は
「
現
ニ
地

方
長
官
ノ
保
管
ニ
係
ル
神
社
明
細
帳
ニ
記
載
セ
ラ
レ

タ
ル
神
杜
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
に
お

い
て
も
神
社
明
細
帳
の
持
っ
て
い
た
公
証
力
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
神
社
明
細
帳
が
公
簿
と
し
て
現
用

さ
れ
た
の
は
、
い
つ
の
時
点
ま
で
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

『
神
道
史
大
辞
典
』
の
「
神
社
明
細
帳
」
の
項

に
は
「
大
正
二
年
(
一
九
二
二
)
に
官
国
幣
社
も
含

め
、
そ
の
様
式
が
改
め
ら
れ
、
終
戦
時
ま
で
に
至
る
」

と
あ
る
だ
け
で
、
何
年
何
月
何
日
に
失
効
す
る
に
至

っ
た
か
を
明
記
し
て
い
な
い
。
原
由
美
子
の
埼
玉
県

県
本
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
こ
れ
ら
の
神
社
明
細
帳

は
、
法
的
に
は
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
日
ま
で
公
簿

と
し
て
存
在
し
た
」
と
し
て
、
勅
令
第
七
十
一
号
に

失
効
の
契
機
を
求
め
て
い
る
。
一
方
、
国
本
を
考
察

し
た
青
木
睦
に
よ
る
と
「
戦
後
、
宗
教
法
人
法
の
公

か布
か
ら
施
行
さ
れ
る
昭
和
二
六
年
四
月
三
日
ま
で
の

五
年
ほ
ど
の
聞
は
こ
の
中
央
庁
本
が
公
簿
と
し
て
使

(
幻
)

用
さ
れ
た
」
と
あ
り
、
宗
教
法
人
法
(
法
律
第
百
二

の
公
布
施
行
を
画
期
と
し
て
い
る
。
明
細

十
六
号
)

帳
の
失
効
を
明
記
し
た
法
令
を
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
神
社
が
国
家
の
管
理
を
離
れ
、
宗
教
法
人

と
な
っ
た
時
点
で
、
国
お
よ
び
県
の
台
帳
で
あ
る
神

社
明
細
帳
も
公
簿
と
し
て
の
効
力
を
失
し
た
と
考
え

て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
埼
玉
県
の
よ
う

に
失
効
後
も
業
務
の
参
考
の
た
め
に
、
現
用
し
続
け

た
例
も
数
多
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

目
、
神
社
明
細
帳
の
書
一
一
一
面
的
考
察

本
節
で
は
、
神
社
明
細
帳
の
本
簿
に
つ
い
て
、
県

本
と
国
本
を
比
較
し
な
が
ら
、
書
誌
的
に
検
討
し
て

み
た
い
。

O
表
紙
県
本
の
う
ち
、
各
市
郡
の
神
社
明
細
帳
の
本
簿

全
て
に
は
、
黄
布
ク
ロ
ス
の
四
穴
綴
込
表
紙
が
付
け

ら
れ
て
お
り
、
背
に
は
簿
冊
名
が
墨
書
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
綴
込
表
紙
は
、
お
そ
ら
く
福
井
県
庁
で
の

現
用
時
代
に
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
図

書
館
へ
の
受
入
後
に
付
け
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

綴
込
表
紙
を
め
く
る
と
、
元
表
紙
が
現
れ
る
。

県
本
の
う
ち
石
川
県
が
調
製
し
た
越
前
七
郡
分
は
黄

色
の
表
紙
(
写
真
l
)
、
滋
賀
県
が
調
製
し
た
若
敦

四
郡
分
に
は
黒
色
の
表
紙
(
写
真
2
)
が
付
け
ら
れ

て
お
り
、
全
て
四
ツ
目
綴
じ
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
二
年
内
務
省
達
の
明
細
帳
取
調
方
心
得

(
以
下
、
内
務
省
達
乙
第
三
十
一
号
の
取
調
方
心
得

を
「
内
務
心
得
」
、
石
川
県
丙
八
十
番
は
「
石
川
心
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福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
一
)
神
社
明
細
帳

写
真
3

国
本
「
福
井
県
足
羽
郡
神
社
明
細
帳
」
表
紙
(
史
料
館
蔵
)

写
真

4

郡
本
「
越
前
国
大
野
郡
神
社
明
細
帳
」
表
紙
(
図
書
館
蔵
)
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得
」
、
滋
賀
県
布
達
甲
第
百
五
拾
三
号
は
「
滋
賀
心

得
」
と
省
略
す
る
)
に
は
「
明
細
帳
ハ
神
社
・
寺
院

.
境
外
蓬
拝
所
・
招
魂
社
・
祖
霊
社
ノ
五
種
ニ
分

チ
、
神
社
寺
院
ハ
毎
郡
各
冊
ニ
編
製
シ
、
表
紙
ニ
何

国
何
郡
間
一
明
細
帳
ト
署
記
ス
一
一
聞
に
軒
一
尚
一
附
嶋

内
ト
記
シ
又
一
郡
ニ
シ
テ
二
冊
以
上
ナ

ル
者
ハ
明
細
帳
幾
冊
ノ
内
ト
記
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
。

県
本
の
簿
冊
も
郡
ご
と
に
編
冊
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
表
一
で
見
た
通
り
で
あ
る
。

県
本
で
は
、
一
郡
の
明
細
帳
が
複
数
冊
に
な
る
坂

井
郡
、
大
野
郡
、
今
立
郡
、
丹
生
郡
の
分
に
つ
い
て

は
、
元
表
紙
に
収
載
町
村
名
を
二
段
に
分
け
て
記
し

た
紙
を
貼
付
し
て
い
る
が
、

一
郡
に
つ
き
一
冊
し
か

な
い
簿
冊
に
は
町
村
名
の
紙
は
な
い
。
収
載
町
村
名

は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行
後
の
も
の
で
あ

る
た
め
、
本
紙
も
こ
れ
以
後
に
貼
ら
れ
た
も
の
と
言

h

え
る
。一
方
の
国
本
は
、
白
の
板
目
紙
を
、
四
ツ
目
綴
し

た
も
の
と
、
麻
紐
で
二
ツ
綴
を
二
カ
所
に
し
て
裏
で

ま
と
め
て
縛
っ
た
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
表
紙
右

下
に
一
・
五
×
三
・
二
仰
の
白
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ

て
お
り
、
「
匝
」
の
朱
印
と
ロ
ー
マ
数
字

(
m
l
国
)

(
盟
)

が
青
紫
色
印
で
押
印
さ
れ
て
い
る
(
写
真
3
)
。
県

本
と
同
様
、
一
郡
の
明
細
帳
が
複
数
冊
に
な
る
坂
井

郡
、
大
野
郡
、
今
立
郡
、
丹
生
郡
の
分
に
つ
い
て
は
、

表
紙
に
収
載
町
村
名
を
二
段
に
記
し
た
紙
を
貼
付
し

(
却
)

て
い
る
。

O
題
集
・
題

内
務
心
得
に
は
「
表
紙
ニ
何
国
何
郡
神
社
月
田

寺
院
|
阜
市

帳
ト
署
記
ス
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
県
本
・
国

本
と
も
に
表
紙
に
は
題
塞
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

県
本
の
う
ち
、
旧
石
川
県
七
郡
分
に
は
「
越
前

園
吉
田
郡
神
社
明
細
帳
全
」
や
「
越
前
園
坂
井
郡

神
社
明
細
帳
三
冊
ノ
内
萱
」
の
よ
う
に
、
旧
国
名

+
郡
名
を
冠
し
た
題
筆
が
貼
付
さ
れ
、
一
郡
一
冊
の

簿
冊
か
ら
な
る
場
合
は
「
全
」
の
文
字
が
、
複
数
冊

の
簿
冊
か
ら
な
る
場
合
に
は
「

O
冊
ノ
内

O
」
と
記

一
方
、
旧
滋
賀
県
四
郡
分
は
、
単
に

さ
れ
て
い
る
。

「
神
社
明
細
帳
全
」
と
だ
け
記
さ
れ
た
題
筆
で
あ

る
た
め
、
表
紙
だ
け
で
は
何
郡
の
明
細
帳
で
あ
る
か

を
判
別
で
き
な
い
。

国
本
に
も
題
筆
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
「
福
井
牒

吉
田
郡
神
社
明
細
帳
全
」
の
よ
う
に
、
福
井
牒
十

郡
名
を
冠
し
て
お
り
、
県
本
に
は
あ
っ
た
旧
国
名
表

記
が
な
く
な
っ
て
い
る
点
に
違
い
が
あ
る
。

O
用
紙
内
務
心
得
に
「
用
紙
ハ
美
濃
十
=
一
行
界
紙
ヲ
用

ヒ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
美
濃
紙
(
標
準
寸
法
は
竪
九

寸
三
分
×
横
一
尺
=
一
寸
五
分
)
で
半
丁
十
三
行
の
罫

紙
(
界
紙
)
が
用
紙
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
二
つ
折
り
に
し
た
も
の
を
袋
綴
し
て
使
用
し
て

い
る
。
石
川
心
得
も
「
美
濃
」
を
指
定
し
て
い
る

が
、
滋
賀
心
得
で
は
「
大
半
紙
」
が
指
定
さ
れ
て
い

(
叩
)

る
。
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、
大

半
紙
の
大
き
さ
も
竪
九
寸
×
横
一
尺
三
寸
五
分
と
あ

る
の
で
、
実
質
は
石
川
、
滋
賀
と
も
に
美
濃
紙
を
用

紙
に
し
た
と
考
え
て
よ
い
(
実
際
の
明
細
帳
の
寸
法

は
、
若
干
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が
、
ほ
ほ
堅
二
六
×

横
一
九

m
前
後
の
範
囲
内
に
あ
る
)
。

県
本
の
大
部
分
は
、
福
井
県
置
県
よ
り
前
に
調
製

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
旧
石
川
県
七
郡
の

明
細
帳
は
版
心
(
柱
)
に
「
石
川
牒
」
と
印
刷
さ
れ

た
赤
色
十
三
行
の
罫
紙
を
、
旧
滋
賀
県
四
郡
の
明
細

帳
は
版
心
に
「
滋
賀
鯨
」
と
印
刷
さ
れ
た
赤
色
十
三

行
の
罫
紙
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
十
四
年

二
月
七
日
の
置
県
以
後
に
脱
漏
が
発
覚
し
て
新
た
に

明
細
帳
を
編
入
し
た
場
合
や
所
在
地
の
移
転
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
に
は
、
版
心
に
「
福
井
牒
」
と
書
か
れ
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た
赤
色
十
三
行
罫
紙
を
用
い
た
。
こ
の
訂
正
や
編
入

に
用
い
た
「
福
井
豚
」
罫
紙
に
は
、
時
期
に
よ
っ
て

何
種
類
か
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
「
石
川

牒
」
「
滋
賀
牒
」
「
福
井
牒
」
以
外
の
罫
紙
を
用
い
た

丁
も
一
部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

国
本
は
全
て
「
福
井
勝
」
罫
紙
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
も
国
本
は
、
福
井
県
か
ら
提
出
さ
れ
た

明
細
帳
を
も
と
に
内
務
省
内
で
清
書
し
た
も
の
で
は

な
く
、
福
井
県
で
清
書
さ
れ
た
も
の
を
内
務
省
に
進

達
し
た
も
の
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
県
本
、
国

本
と
も
に
罫
紙
は
赤
系
統
色
が
主
で
あ
る
が
、
国
本

の
う
ち
、
福
井
市
、
足
羽
郡
、
坂
井
郡
二
、
大
野
郡

一
、
同
郡
二
、
敦
賀
郡
、
三
方
郡
の
七
冊
の
み
が
、

黒
色
の
「
福
井
牒
」
罫
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
赤
色

罫
紙
と
黒
色
罫
紙
と
で
は
、
清
書
時
期
や
清
書
者
が

異
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
事
情
は
わ

か
ら
な
い
。

O
小
口
書

33 

県
本
は
、
下
小
口
に
郡
名
を
墨
書
し
、
「
神
」

の
字
を
朱
書
し
て
い
る
(
写
真
5
0
た
だ
し
、
旧
滋

賀
県
四
郡
の
追
加
簿
は
「
神
」
の
字
も
墨
書
)
。
お

そ
ら
く
寺
院
明
細
帳
の
小
口
書
に
は
「
寺
」
の
文
字

が
朱
書
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
明
細
帳
が
当
初
、

平
積
に
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、

綴
込
表
紙
が
付
け
ら
れ
た
時
点
で
、
縦
置
管
理
に
変

更
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
国
本
の
小
口
書
は
確
認
し
て
い
な
い
。

O
神
社
数
調

表
紙
裏
に
「
神
社
数
調
」
と
題
し
た
、
竪
一

O
×

横
一
五
仰
程
度
の
大
き
さ
の
紙
が
複
数
枚
貼
り
付
け

ら
れ
て
い
る
(
一
郡
が
複
数
冊
か
ら
な
る
場
合
、
第

一
冊
目
の
表
紙
裏
だ
け
に
あ
る
)
。
郡
に
よ
っ
て
調

査
の
日
付
が
異
な
る
が
、
共
通
し
て
明
治
三
十
一

年
、
同
三
十
九
年
、
四
十
二
年
、
四
十
三
年
、
大
正

六
年
の
五
度
の
調
査
結
果
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
加

筆
や
訂
正
も
あ
る
の
で
、
正
確
な
数
字
の
把
握
は
困

難
だ
が
、
表
二
に
判
読
で
き
た
各
郡
の
神
社
数
増
減

を
示
し
て
お
く
。
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
大
正

以
後
は
境
内
杜
を
計
上
し
て
い
な
い
。
な
お
、
「
神

社
数
調
」
は
明
細
帳
書
式
と
し
て
規
定
が
な
い
た

め
、
福
井
県
が
独
自
に
付
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

O
目
録
(
目
次
)

内
務
心
得
に
は
「
冊
首
ニ
町
村
名
目
録
ヲ
附
ス
ヘ

シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
各
簿
冊
の
冊
首
に
は
数
丁
に

わ
た
っ
て
字
名
と
神
社
名
、
丁
数
が
記
さ
れ
た
目
録

(
目
次
)
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
現
在
冊
首
に
あ

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
一
)
神
社
明
細
帳

る
目
録
は
、
明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
の
市
町
村
制

施
行
以
後
に
綴
じ
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
当

然
な
が
ら
用
紙
は
全
て
「
福
井
牒
」
と
印
刷
さ
れ
た

美
濃
罫
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

最
初
の
一
行
目
は
「
福
井
牒
管
下
越
前
園
大
野

郡
神
社
明
細
帳
目
録
」
の
よ
う
に
目
録
名
を
記
し
、

二
行
目
以
降
は
三
段
に
分
け
て
、
朱
の

O
印
で
始
ま

る
町
村
制
施
行
後
の
新
町
村
名
、
字
名
と
神
社
名
を

列
記
し
て
い
る
。
神
社
名
下
の
朱
筆
の
漢
数
字
は
丁

数
に
対
応
し
て
お
り
、
検
索
の
便
が
図
ら
れ
て
い

る
。
神
社
名
の
上
部
に
押
さ
れ
た
一
文
字
の
朱
印
は

社
格
を
表
し
た
も
の
で
、
県
杜
や
村
社
へ
の
昇
格
が

あ
っ
た
場
合
、
旧
社
格
の
印
を
一
訂
正
し
、
昇
格
後
の

印
を
脇
に
押
し
た
。
ま
た
、
合
併
や
移
転
の
あ
っ
た

神
社
、
廃
社
に
な
っ
た
神
社
は
、
朱
で
「
合
併
」
「
合

杷
」
「
移
転
」
「
廃
社
」
等
と
記
載
し
、
社
名
を
朱
で

線
引
き
し
て
抹
消
し
て
い
る
。
簿
冊
に
よ
っ
て
は
合

併
神
社
の
上
に
「
必
」
や
「
必
」
な
ど
の
ロ
ー
マ
数

字
が
鉛
筆
書
き
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
合
併
年
を
意
味
し
て
い
る
。
な
お
、
境
内
神
社
を

有
す
る
神
社
は
、
神
社
名
の
上
部
に
朱
筆
の
漢
数
字

で
境
内
社
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
郡
内
の
社

格
ご
と
の
神
社
数
を
数
え
る
た
め
に
使
わ
れ
た
と
見
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五
十
巻
二
号

神社数調(参考のため明治14年の数字を『明治+四年福井県統計表』により掲げた)

今立郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 4 4 4 4 4 4 
銀1 社 3 6 7 7 7 8 
村 社 138 136 145 107 107 105 
無格社 145 143 143 29 22 15 
境内社 85 83 83 32 30 
全遥拝所 2 1 l 1 3 
境内古墳 l I l 1 
ぷ口与 計 377 373 384 181 172 135 

表

福井市 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 2 3 3 3 3 
恕F 社 5 5 5 5 5 
村 社 4 4 4 3 3 
無格社 14 13 6 5 5 
境内社 l3 13 13 14 
官祭招魂社 l 
ぷロ為 計 38 38 31 30 17 

丹生郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 l 1 2 2 2 2 
頬市 社 7 7 6 6 6 6 
キす 社 184 180 181 165 165 164 
無格社 170 168 168 106 88 84 
境内社 96 96 98 88 91 
全遥拝所 1 l 2 l 1 2 
全祖霊社 l 2 2 2 
正ロ〉、 計 459 454 459 370 355 258 

足羽郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 4 l 1 l l l 
知E 社 6 l 1 l 1 l 
キす 社 162 154 155 147 145 137 
無格社 89 67 67 46 39 31 
境内社 44 32 37 38 37 
全遥拝所 l l I l 
全祖霊社 l l l 

官祭招魂社 l 
lロ込 計 307 257 263 235 225 170 

敦賀郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 l l l l l 

頬1 社 2 2 2 2 2 2 
キt 社 80 77 77 76 70 68 
無格社 28 29 29 26 20 19 
境内社 141 143 144 142 135 
全遥拝所 l l l l 
l口込 計 253 253 254 248 229 90 

吉田郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 ネ土 。
銀日 社 l l l I l l 

キナ 社 159 164 162 162 153 111 
無格社 83 86 84 70 60 47 
境内社 35 39 40 39 38 
全遥拝所 2 l 2 2 2 
ぷ101込 計 280 291 289 274 254 159 

ー方郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 1 l l 1 1 l 
郷 社 3 2 3 3 3 3 
ネナ 社 18 19 20 18 18 19 
無格社 154 154 153 53 51 40 
境内社 175 175 175 54 52 
βEコ為 計 351 351 352 129 125 63 

大野郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 2 2 2 2 2 3 
JH~ 社 3 3 3 3 3 3 
村 社 238 242 242 203 186 171 
無格社 119 112 113 44 25 20 
境内社 65 6 62 53 49 
全遥拝所 。l l 1 1 
官祭招魂社 l l 
正ロ込 計 428 366 423 306 266 198 遠敷郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 

県 社 。1 1 I l 1 
郷 社 5 4 4 4 4 4 
キナ 社 112 110 110 107 107 107 
無格社 125 124 124 78 74 57 
境内社 152 156 158 155 157 
i仁〉ヨ、 計 394 395 397 345 343 169 

坂井郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 2 2 2 2 2 2 
銀E 社 5 7 7 7 7 7 
キナ 社 342 346 345 314 298 285 
無格社 164 161 163 68 56 33 
境内社 110 110 109 126 123 
全遥拝所 3 l 3 3 3 l 
1口込 計 626 627 629 520 489 328 

大飯郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 1 I l l l l 
招F 社 2 2 2 2 2 2 
キナ 社 46 46 46 45 45 38 
無格社 47 48 48 48 45 23 
境内社 61 70 70 70 70 
全祖霊社 l l l 1 
よ仁〉ゴ 計 157 U68 168 167 164 64 

南条郡 M14 M31 M39 M42 M43 T6 
県 社 2 2 2 2 2 2 
短目 社 l 5 5 5 5 6 
キt 子土 73 83 85 83 78 76 
無格社 84 80 81 65 37 24 
境内社 48 45 45 45 43 
全遥拝所 4 4 4 4 4 1 
全祖霊社 I l l l 
1ロ込 計 212 220 223 205 170 109 

※調査日付は、明治31年は福井市・大野郡・敦賀郡・三方郡・遠敷郡・大飯郡が5月10日で他郡が10

月10日。明治39年は大野郡 (10月10日)と三方郡 (5月10日)を除き他市郡は12月31日。明治42年・
43年は12月31日で共通。大正6年も 8月31日で共通。大正6年調査時は境内社を計上していない。
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ら
れ
、
罫
外
に
は
鉛
筆
で
神
社
数
を
筆
算
し
た
痕
跡

も
見
ら
れ
る
。

な
お
、
字
名
の
配
列
順
は
、
明
治
二
十
二
年
二
月

十
六
日
の
福
井
県
令
第
十
八
号
・
十
九
号
に
よ
っ
て

確
定
し
た
市
制
、
町
村
制
の
施
行
区
域
(
市
町
村
名

お
よ
び
字
名
の
表
)
の
順
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

(
お
)

か
っ
た
。

県
本
の
う
ち
旧
滋
賀
県
四
郡
に
つ
い
て
の
み
存

在
す
る
追
加
簿
四
冊
に
つ
い
て
は
、
目
録
が
「
神
社

明
細
帳
村
名
目
録
」
と
な
っ
て
お
り
、
神
社
名
で
は

な
く
村
名
の
目
録
が
、
三
段
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て

い
る
。
配
列
の
基
準
は
不
明
だ
が
、
後
述
す
る
丁
数

の
旧
番
号
順
に
対
応
し
て
い
る
。

国
本
に
も
県
本
同
様
の
目
録
が
付
さ
れ
て
い
る
o

O
丁
数
(
丁
付
)

各
丁
の
版
心
上
部
に
漢
数
字
で
番
号
が
振
ら
れ
て

い
る
。
県
本
の
場
合
、
こ
の
丁
数
は
厳
密
に
言
う
と
、

ノ
ン
ブ
ル
(
ベ

l
ジ
番
号
)

で
は
な
い
。
一
神
社
の

明
細
帳
が
複
数
枚
に
わ
た
る
場
合
、
そ
の
神
社
に
一

番
号
し
か
付
与
し
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
複
数
枚
そ

れ
ぞ
れ
の
丁
に
番
号
を
付
与
し
て
い
る
場
合
も
あ

35 

る
。
ま
た
、
用
紙
の
追
加
に
よ
り
「
一
二
四
ノ
一
こ
の

よ
う
な
枝
番
号
を
付
与
す
る
場
合
も
あ
る
。
ほ
と
ん

ど
の
丁
は
旧
番
号
を
朱
で
訂
正
し
、
新
番
号
を
併
記

し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
二
度
の
-
訂
正
を
経
て
三
種

類
の
番
号
が
付
与
さ
れ
て
い
る
丁
も
あ
る
。

新
番
号
の
配
列
秩
序
は
、
目
録
(
目
次
)
と
同
じ

く
、
明
治
二
十
二
年
の
市
制
、
町
村
制
の
施
行
区
域

順
に
拠
っ
て
い
る
。
一
方
の
旧
番
号
の
配
列
順
は
、

内
務
心
得
に
よ
れ
ば
「
一
冊
内
ハ
町
村
ヲ
以
テ
次
叙

シ
、
同
町
村
内
ノ
神
社
ハ
社
格
、
寺
院
ハ
宗
派
ヲ
以

テ
区
別
」
と
あ
る
が
、
町
村
の
配
列
順
ま
で
は
一
不
さ

れ
て
い
な
い
。
前
述
の
追
加
簿
の
村
名
目
録
配
列
順

と
旧
番
号
の
配
列
順
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
の
で
、
置
県
後
に
定
め
ら
れ
た
何
ら
か
の

配
列
基
準
に
拠
っ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
今
回

は
最
終
的
な
確
認
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

国
本
の
丁
数
は
、
一
丁
に
つ
き
一
番
を
振
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
ペ
ー
ジ
数
に
該
当
す
る
。
丁
数
に
欠
番
の

あ
る
も
の
は
、
国
本
作
成
後
に
合
併
し
た
神
社
の
丁

を
抜
き
取
っ
た
こ
と
や
、
村
が
市
に
編
入
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
該
丁
が
市
の
簿
冊
に
移
さ
れ
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
。
通
常
、
合
併
に
よ
り
な
く
な
っ
た
神
社

の
丁
は
、
斜
線
等
で
抹
消
印
を
付
け
ら
れ
、
罫
外
に

「
参
考
ノ
為
、
嘗
分
此
侭
存
置
」
な
ど
と
書
か
れ
て

そ
の
ま
ま
綴
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
場
合

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
科
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

に
よ
っ
て
は
簿
冊
か
ら
該
丁
が
抜
き
取
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

O
筆
記
方
法

基
本
的
に
は
筆
に
よ
る
墨
書
で
記
載
さ
れ
て
い

る
。
訂
正
や
追
記
は
朱
筆
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
が
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
赤
・
桃
色
の
ベ

ン
書
き
が
主
と
な
る
。
な
お
、
数
は
少
な
い
が
、
廃

社
や
焼
失
を
青
鉛
筆
で
記
載
し
た
例
も
あ
る
。
こ
れ

以
外
で
は
、
よ
く
使
う
文
言
を
印
判
に
し
た
も
の
も

あ
る
。な
お
、
国
本
に
は
、
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で

作
成
さ
れ
た
一
丁
が
編
入
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る

(
昭
和
二
十
年
二
月
一
日
以
後
に
作
成
)
。

O
印
判
県
本
に
は
次
に
示
す
よ
う
な
印
判
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
目
録
で
使
用
さ
れ
る
一
文
字
印
は
、
社
格
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
(
写
真
6
)
。
本
文
で
は
、
所

在
地
の
「
石
川
」
「
滋
賀
」
を
訂
正
し
た
上
に
押
印

す
る
「
福
井
」
の
印
が
あ
っ
た
が
(
写
亘
六
7
)
、
多

用
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
由
緒
や
建
物
間
数
等
は
訂

正
や
新
規
記
入
が
多
い
た
め
、
い
つ
訂
正
や
記
入
の

許
可
を
受
け
た
か
を
示
す
印
が
押
印
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
(
写
真
8
)
。
特
に
建
物
に
つ
い
て
は
新
築
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写
真

6

目
録
の
社
格
印

県
本

鎖的r:1 
捜踏襲・

写
真

7

所
在
地
の
県
名
訂
正
印

県
本

写
真

8

県
本

記
入
・
訂
正
許
可
印

写
真

9

県
本
建
物
関
係
印

写
真
日

神
銀
幣
吊
料
供
進
社
指
定
印

県
本

写
真
ロ

国
本

神
鎮
幣
吊
料
供
進
社
指
定
印

写
真
日

国
本

合
併
印

写
真
同

国
本

ロ
問
地
戸
』
』
コ
門
川
Mr

韮
+
a
E
Eト

※
本
頁
の
写
真
は
見
や
す
い
よ
う
適
宜
拡
大
し
て
あ
る
。
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や
改
築
、
竣
工
な
ど
の
加
筆
が
多
い
た
め
、
専
用
の

印
判
が
用
意
さ
れ
た
(
写
真
9
)
。
ま
た
、
別
に
調

製
さ
れ
て
い
た
神
社
財
産
登
録
台
帳
へ
の
登
録
を
示

す
印
が
三
種
類
あ
り
、
全
て
罫
外
に
押
さ
れ
て
い
る

(
写
真
叩
。
後
述
)
0

な
お
、
社
名
の
上
部
に
押
さ
れ

る
「
指
定
済
」
の
印
は
「
神
韻
幣
吊
料
ヲ
供
進
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
神
社
ニ
指
定
」
さ
れ
た
日
付
を
記
入

す
る
も
の
で
あ
る
(
写
真
日
。
後
述
)
。

国
本
に
も
印
が
幾
種
類
か
用
い
ら
れ
て
い
る
。
国

本
の
「
指
定
済
」
印
は
、
福
井
県
の
も
の
と
同
一
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
国
本
が
福
井
県
に
お
い
て

作
成
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
国
本
作
成
後

に
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
内
務
省
独
自
の
印
が
押
さ

れ
た
(
写
真
ロ
)
。
ま
た
、
国
本
作
成
後
に
合
併
し

た
神
社
に
は
、
合
併
を
示
す
丸
印
が
押
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
(
写
真
日
)
。
な
お
、
県
に
お
い
て
明
細

帳
の
記
載
事
項
の
異
動
を
許
可
し
た
場
合
に
は
、
異

動
事
項
が
内
務
省
に
報
告
さ
れ
て
、
こ
れ
に
基
づ
き

国
本
の
訂
正
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
届
出
日
付
を
示

す
朱
印
も
用
い
ら
れ
て
い
る
(
写
真
M
)
。

O
報
告

37 

内
務
心
得
に
「
明
細
帳
取
調
済
ノ
後
、
府
県
限
リ

処
分
セ
シ
事
件
ニ
シ
テ
明
細
帳
ヲ
改
正
シ
又
ハ
記
入

ス
ヘ
キ
者
ハ
、
毎
月
末
取
纏
メ
本
省
ヘ
届
出
ヘ
シ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
十
二
年
段
階
で
は
、
明
細
帳

の
記
載
内
容
に
異
動
が
生
じ
た
場
合
、
内
務
省
へ
の

異
動
報
告
は
毎
月
末
行
う
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
よ
り
各
府
県
が
管
理
す
る
県
本
と
内
務
省
が

管
理
す
る
国
本
と
が
同
一
の
内
容
を
保
て
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
内
務
省
へ
の
報
告
は
、
明
治
十

九
年
九
月
二
十
七
日
の
内
務
省
令
第
十
七
号
に
よ
っ

て
、
月
報
か
ら
半
年
報
(
一
月
末
と
七
月
末
)
へ
と

改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
七
年

五
月
二
日
内
務
省
社
寺
局
通
牒
杜
甲
第
三
十
七
号
で

は
、
明
治
十
二
年
の
明
細
帳
調
製
時
の
脱
漏
神
社
を

明
細
帳
に
編
入
す
る
た
め
に
は
、
「
脱
漏
ノ
事
実
ヲ

確
認
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
証
拠
ヲ
添
ユ
ル
カ
、
又
ハ
右

証
拠
ナ
キ
モ
ノ
ニ
ア
リ
テ
ハ
明
細
帳
脱
漏
ノ
社
寺
ト

認
定
セ
ラ
レ
タ
ル
事
由
ヲ
詳
具
シ
」
伺
い
出
る
よ
う

定
め
ら
れ
た
。

O
追
記
・
訂
正
・
抹
消

神
社
明
細
帳
に
は
数
多
く
の
追
記
や
訂
正
が
施
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
、
文
字
の
脇
や
行
問
、
罫

外
に
朱
筆
で
行
う
ケ
l
ス
や
、
追
記
事
項
を
朱
記
し

た
小
紙
片
(
美
濃
罫
紙
・
薄
様
・
洋
紙
を
裁
断
し
た

も
の
)
を
貼
る
ケ
l
ス
、
美
濃
罫
紙
一
枚
を
そ
の
ま

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
科
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

ま
綴
っ
て
訂
正
文
を
挿
入
す
る
ケ
l
ス
な
ど
様
々
で

あ
り
、
追
記
・
訂
正
の
要
因
も
、
新
た
な
記
載
項
目

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
や
境
内
建
物
の
新

改
築
に
伴
う
も
の
、
境
外
所
有
地
の
異
動
に
よ
る
訂

正
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
特
に
、
量
的
に
多

い
の
は
神
社
整
理
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
三

十
九
年
か
ら
全
国
で
始
ま
る
神
社
整
理
で
は
、
主
に

無
格
社
と
村
社
の
他
神
社
へ
の
合
併
、
他
社
境
内
地

へ
の
移
転
、
廃
社
が
行
わ
れ
、
福
井
県
で
も
神
社
数

(
担
)

を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、

被
合
併
の
神
社
、
他
社
境
内
へ
移
転
し
た
神
社
、
廃

杜
と
な
っ
た
神
社
の
明
細
帳
に
は
、
年
月
日
と
事
由

と
を
記
載
し
た
上
で
、
丁
全
体
に
×
印
な
ど
の
抹
消

の
印
が
付
け
ら
れ
た
。
一
方
の
合
併
先
、
移
転
先
の

神
社
の
丁
に
は
、
祭
神
・
由
緒
の
追
記
や
境
内
社
の

追
記
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
追
記
は
そ
の
下
限
年
を
調
べ
る
こ
と

で
、
追
記
さ
れ
た
簿
冊
が
い
つ
頃
ま
で
現
用
さ
れ
て

い
た
か
、
時
期
を
特
定
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
与

え
て
く
れ
る
。
県
本
本
簿
の
場
合
、
最
終
追
記
が
昭

和
二
十
年
二
月
六
日
の
も
の
が
確
認
さ
れ
た
(
三
方

郡
)

0

一
方
の
国
本
も
、
昭
和
二
十
年
二
月
一
日
の

記
載
の
あ
る
用
紙
が
編
入
さ
れ
た
簿
冊
が
あ
る
(
坂
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井
郡
こ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
県
本
・
国
本
と

も
に
、
本
簿
は
終
戦
の
年
ま
で
確
か
に
現
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
本
に
つ
い
て
は
、
作
成
さ
れ
た
時
期
も
必
ず

し
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
度
は
、
本

文
記
載
の
下
限
年
お
よ
び
追
記
載
の
上
限
年
を
調
べ

る
こ
と
で
、
お
お
よ
そ
の
作
成
時
期
を
特
定
で
き
る

と
考
え
た
。
例
え
ば
敦
賀
郡
の
簿
冊
の
場
合
、
本
文

記
載
の
下
限
年
は
大
正
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
、

追
記
の
上
限
年
は
大
正
十
四
年
九
月
二
十
五
日
で
あ

る
た
め
、
こ
の
簿
冊
に
限
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
間
に

作
成
さ
れ
た
と
推
定
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
国

本
は
簿
冊
に
よ
っ
て
筆
跡
や
記
載
方
法
、
用
紙
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
作
成
さ
れ
た
時
期
も
簿
冊
に
よ
っ

て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
本

丈
記
載
の
下
限
年
が
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日

(
丹
生
郡
二
)
で
あ
り
、
追
記
載
の
上
限
年
が
大
正

十
一
年
十
一
月
六
日
(
遠
敷
郡
二
)
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
本
は
大
正
十
年
代
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
す

る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

五
、
神
社
明
細
帳
記
載
項
目
の
考
察

本
節
で
は
、
明
細
帳
本
簿
に
つ
い
て
、
各
記
載
項

目
を
検
討
す
る
。
同
一
の
神
社
を
記
載
し
た
県
本
(
写

真
日
)
と
国
本
(
写
真
日
)
を
比
較
し
て
み
る
と
、

両
者
の
聞
に
は
項
目
数
と
記
載
さ
れ
る
情
報
量
に
明

ら
か
な
差
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
県
本
(
明
治
十
二

年
書
式
)
と
国
本
(
大
正
二
年
改
訂
書
式
)
の
相
違

点
に
も
注
意
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

O
所
在
地
(
鎮
座
地
)

県
本
の
所
在
地
記
載
方
法
は
、
記
載
さ
れ
た
年
代

や
主
体
に
よ
っ
て
差
異
が
見
ら
れ
る
。

最
初
に
番
地
表
記
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
明
治

十
四
年
の
福
井
県
置
県
よ
り
前
に
調
製
さ
れ
た
も
の

の
う
ち
、
旧
石
川
県
越
前
七
郡
分
は
、
例
え
ば
「
石

川
県
管
下
越
前
園
大
野
郡
平
泉
寺
村
字
河
上
五
十
四

番
地
」
の
よ
う
に
、
所
在
地
を
小
字
と
番
地
ま
で
記

載
し
て
い
る
。
一
方
の
旧
滋
賀
県
若
敦
四
郡
分
で

は
、
例
え
ば
「
滋
賀
県
管
下
若
狭
国
三
方
郡
気
山
村

字
宮
本
」
の
よ
う
に
、
小
字
ま
で
の
記
載
で
終
っ
て

お
り
、
番
地
は
記
載
し
て
い
な
い
。
明
治
十
二
年

内
務
省
達
の
書
式
に
よ
れ
ば
、
所
在
地
は
「
何
開
管

下
何
国
何
郡
何
問
一
綱
番
地
ご
と
記
載
す
る
こ
と
一
に

4

f

f
、
み
引
・

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
明
治
十
六
年
の
県
布
達

ア」

に
よ
り
、
所
在
地
は
「
何
刊
何
番
地
字
何
」
か
ら
「
何

ふ
小
-

T
i
J
 

刊
第
何
号
字
何
第
何
番
地
」
と
番
地
ま
で
記
載
す
る

ふ
小
，

よ
う
に
改
訂
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧

滋
賀
県
四
郡
分
の
本
簿
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が

番
地
を
記
載
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
用
期
間
を
終
え

る
ま
で
使
用
さ
れ
続
け
た
。

次
に
県
名
表
記
だ
が
、
福
井
県
置
県
後
に
つ
石

川
」
や
「
滋
賀
」
、
「
越
前
国
」
や
「
若
狭
国
」
の

箇
所
に
朱
線
を
引
い
て
「
福
井
」
と
訂
正
し
た
も
の

が
見
ら
れ
、
明
治
十
年
代
末
か
ら
二
十
年
代
初
頭
に

「
福
井
牒
」
の
罫
紙
に
-
記
載
さ
れ
た
も
の
は
、
初
め

か
ら
「
福
井
県
管
下
越
前
国
大
野
郡
別
所
村
:
・
」
の

よ
う
に
記
載
し
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
県

名
訂
正
は
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
圧
倒
的
に
旧
県
名

を
冠
し
た
ま
ま
の
記
載
が
多
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
福

井
牒
」
の
罫
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず、

「
石
川
県
管
下
」
と
記
載
し
た
も
の
ま
で
見
受

け
ら
れ
る
。

最
後
に
町
村
名
表
記
だ
が
、
明
治
二
十
二
年
四
月

一
日
の
市
制
、
町
村
制
施
行
後
は
、
所
在
地
の
郡
と

旧
町
村
名
の
聞
に
新
町
村
名
を
朱
で
追
記
挿
入
し
、

旧
村
名
の
「
村
」
の
箇
所
を
朱
で
抹
消
し
た
も
の
も

見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
県
名
の
表
記
と
同
様
、
新
町

村
名
を
記
載
し
な
い
も
の
の
方
が
多
い
。
こ
れ
は
市

制
が
施
行
さ
れ
た
福
井
市
域
の
分
で
も
同
様
で
あ
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写
真
日

県
本
「
越
前
回
敦
賀
郡
神
社
明
細
帳
」
(
図
書
館
蔵
)

敦
賀
郡
葉
原
村
村
社

日
吉
神
社

用
紙
は
「
滋
賀
牒
」
罫
紙
を
使
用
。
永
続
資
金
と
本
殿
以
外
の
建
物
及
び
そ
の

大
き
さ
が
朱
筆
で
追
記
さ
れ
、
神
宮
名
を
記
載
し
た
小
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
社
格
の
上
部
に
は
指
定
済
印
、
罫
外
に
は
登
録
済
印
も
見
ら
れ
る
。
当

初
、
祭
神
を
「
不
詳
」
と
し
た
も
の
の
、
後
に
「
大
山
咋
命
」
と
訂
正
し
て
い
る
。

39 

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

写
真
市

国
本
「
福
井
県
敦
賀
郡
神
社
明
細
帳
」
(
史
料
館
)

敦
賀
郡
東
郷
村
葉
原
村
社

日
吉
神
社

計行可相官v

用
紙
は
「
福
井
牒
」
罫
紙
を
使
用
。
所
在
地
の
県
名
が
福
井
県
と
な
っ
て
お
り
、

明
治
二
十
二
年
に
誕
生
し
た
東
郷
村
の
名
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
所
在
地
末
尾
に

「
鎮
座
」
の
文
字
が
あ
る
点
、
社
格
・
杜
号
を
改
行
せ
ず
一
行
で
記
載
す
る
点
、

社
殿
の
大
き
き
ゃ
管
轄
庁
迄
里
数
を
記
載
し
て
い
な
い
点
、
永
続
資
金
と
神
官
名

の
追
記
が
な
い
点
な
ど
か
ら
、
大
正
二
年
改
訂
書
式
に
拠
る
記
載
で
あ
る
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。
写
真
日
の
県
本
と
比
較
す
る
と
情
報
量
に
か
な
り
の
差
が
見
ら
れ

る
。
な
お
、
杜
格
上
部
に
見
え
る
指
定
済
の
印
は
、
県
本
と
同
一
の
も
の
を
使
用

し
て
お
り
、
用
紙
に
「
福
井
牒
」
罫
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
考
え

る
と
、
国
本
が
福
井
県
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

五
十
巻
二
号

40 

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
県
本
の
所
在
地
記
載
法
の
統
一

化
は
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
様
々
な
書
式
が
併
用
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
。

一
方
の
国
本
は
、
県
名
表
記
は
全
て
福
井
県
に
な

っ
て
い
る
が
、
簿
冊
に
よ
っ
て
は
「
福
井
県
越
前
固

福
井
市
足
羽
上
町
百
八
番
地
鎮
座
」
の
よ
う
に
、
明

治
二
十
二
年
市
制
施
行
後
の
住
所
を
「
県
+
旧
国
+

市
+
町
+
番
地
+
鎮
座
」
の
形
で
記
載
し
、
末
尾
に

「
鎮
座
」
の
文
字
を
伴
う
記
載
を
持
つ
も
の
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
大
正
二
年
改
訂
後
の
書
式

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
二
方
で
同
じ
国
本
で
も
「
福

井
県
越
前
回
足
羽
郡
和
田
東
村
第
二
十
五
号
七
十
九

番
地
字
菊
条
」
の
よ
う
に
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村

制
施
行
結
果
を
反
映
し
て
い
な
い
住
所
を
「
県
十
旧

国
+
村
十
番
地
+
小
字
」
の
よ
う
な
形
で
記
載
し
て

い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
二
年
段

階
の
表
記
の
ま
ま
と
言
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
国
本

も
県
本
同
様
に
、
書
式
は
混
在
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
国
本
作
成
の
意
図
が
、
青
木
の
言
う
よ
う
に
地

名
変
更
後
の
中
央
庁
本
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
最
低
で
も
所
在
地
は
明
治
二
十

二
年
の
市
町
村
制
施
行
以
後
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て

い
て
然
る
べ
き
だ
が
、
実
際
に
は
そ
う
な
っ
て
は
い

と
ミ

O

争
匂
し
O
社
格
内
務
心
得
に
「
神
宮
官
国
幣
社
並
同
境
内
神
社

社
格
ノ
有
無

¥
取
調
ニ
及
ハ
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、

ニ
拘
ハ
ラ
ス
ノ

国
幣
杜
、
官
幣
杜
に
列
格
さ
れ
た
神
社
お
よ
び
そ
の

境
内
神
社
は
、
別
の
書
式
で
明
細
帳
が
調
製
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
社
格
と
は
、
「
県
杜
」

「
郷
社
」
「
村
社
」
「
無
格
杜
」
の
四
つ
と
な
る
。
社

格
は
社
名
の
一
行
前
の
行
に
記
載
さ
れ
、
例
え
ば
無

格
杜
か
ら
村
社
に
昇
格
し
た
場
合
に
は
、
旧
社
格
で

あ
る
「
無
格
杜
」
を
朱
線
で
抹
消
し
、
脇
ま
た
は
上

部
に
新
社
格
で
あ
る
「
村
社
」
を
朱
で
書
き
入
れ

た
。
い
つ
昇
格
を
許
可
さ
れ
た
か
を
書
き
込
む
こ
と

も
あ
り
、
一
例
え
ば
「
明
治
四
十
年
十
二
月
廿
七
日
許

可
」
の
よ
う
な
形
で
、
朱
筆
で
併
記
す
る
か
、
あ
る

い
は
由
緒
の
項
目
の
末
尾
に
朱
で
追
記
し
て
い
る
。

国
本
で
は
、
社
格
と
社
名
を
改
行
せ
ず
一
行
で
記

載
し
て
い
る
も
の
が
一
部
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
大

正
二
年
改
訂
書
式
に
基
づ
く
記
載
方
法
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
大
正
二
年
四
月
二
十
一
日
の
「
官
国

幣
社
以
下
神
社
ノ
祭
神
、
神
社
名
、
社
格
、
明
細
帳
、

境
内
、
移
転
、
廃
合
、
参
拝
、
拝
観
、
寄
附
金
、
講

礼
、
神
札
ニ
関
ス
ル
件
」
(
内
務
省
令
第
六
号
)
で
は

「
第
六
条
社
格
ノ
変
更
又
ハ
訂
正
ハ
由
緒
其
ノ
他

特
別
ノ
事
由
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
詮
議
セ
サ
ル
モ
ノ
ト

ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
無
格
杜
か
ら
村
社
へ
の
昇
格

は
、
周
辺
の
無
格
杜
や
村
社
、
境
内
杜
を
合
併
し
た

際
に
併
せ
て
昇
格
す
る
例
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
従

っ
て
、
社
格
の
上
昇
は
神
社
整
理
が
行
わ
れ
始
め
た

明
治
三
十
九
年
以
後
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
言
え

る。
な
お
、
県
本
遠
敷
郡
の
本
簿
に
は
「
村
社
制
定
簿

ニ
ナ
キ
ユ
ヱ
取
調
シ
ニ
全
ク
無
格
杜
ニ
相
違
ナ
キ
旨

申
出
ニ
付
訂
正
シ
十
九
年
三
月
日
主
省
ヘ
上
申

ス
」
と
朱
記
さ
れ
て
社
格
訂
正
が
行
わ
れ
た
例
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
「
村
社
制
定
簿
」
な
る
も

の
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る。O
神
社
名
(
社
号
)

内
務
心
得
に
「
一
社
寺
毎
ニ
相
認
ム
ヘ
シ
」
と
あ

る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
一
丁
に
つ
き
一
社
の
み
を

記
し
た
が
、
神
社
明
細
帳
調
製
よ
り
前
に
合
記
さ
れ

た
社
名
を
一
段
下
げ
て
「
合
杷
」
「
相
殿
」
と
し
て

併
記
す
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
内
務
心
得
に
「
但
、

摂
末
社
ノ
名
義
ヲ
問
ハ
ス
、
神
社
境
外
一
一
在
ル
者
ハ

総
テ
一
社
ト
シ
各
紙
ニ
認
ム
ヘ
シ
」
と
あ
る
よ
う
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に
、
大
社
の
境
外
末
杜
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
神

社
も
、
神
社
明
細
帳
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
社
格
(
村
社

や
無
格
杜
)
で
把
握
し
、
一
社
と
し
て
記
載
さ
れ
る

こ
と
が
心
得
で
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。

合
併
な
ど
を
機
に
社
名
を
改
め
る
場
合
に
は
、
旧

社
名
の
訂
正
箇
所
を
朱
線
引
き
し
、
脇
に
新
杜
名
を

書
き
入
れ
た
。
い
つ
改
称
を
許
可
さ
れ
た
か
記
載
す

る
こ
と
も
あ
り
、
例
え
ば
「
四
十
一
年
六
月
十
八
日

杜
号
改
称
許
可
」
ま
た
は
「
社
名
訂
正
許
可
」
の
よ

う
な
形
で
、
脇
ま
た
は
罫
外
に
朱
で
書
き
込
む
か
、

あ
る
い
は
由
緒
の
項
目
の
末
尾
に
朱
で
追
記
し
て
い

る
。
ま
た
、
遠
敷
郡
や
三
方
郡
の
簿
冊
に
は
、
誤
ま

っ
た
杜
号
を
記
入
し
た
た
め
に
、
例
え
ば
「
山
ノ
神

「
祇
園
社
」
を
「
八
坂
神

社
」
を
「
山
神
社
」
に
、

「
白
山
社
」
を
「
白
山
神
社
」
に
訂
正
す

る
ケ
!
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。
明
治
初
年
の
神
仏
分

離
政
策
に
伴
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
神
社
改
め
が
行
な
わ

れ
、
近
世
以
来
の
杜
号
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
柄
、
明
治
十
年
代
に
も
依
然
と
し

て
社
号
が
定
ま
ら
ず
、
揺
れ
動
い
て
い
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

社
」
に
、
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O
祭
神
(
神
名
)

そ
の
神
社
で
ま
つ
ら
れ
る
神
の
名
を
記
載
し
て
い

一
柱
、
だ
け
を
記
載
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
多
数

の
神
名
を
列
記
す
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
合
併
(
合

記
)
に
よ
っ
て
祭
神
が
増
え
た
場
合
に
は
、
元
の
祭

神
の
下
や
脇
に
朱
で
書
き
込
む
か
、
数
が
多
い
場
合

な
ど
は
小
さ
な
紙
片
を
貼
付
し
、
合
間
し
た
祭
神
名

を
朱
で
書
き
入
れ
て
い
る
。

る
内
務
心
得
に
は
「
祭
神
・
由
緒
不
詳
ト
難
ト
モ
、

古
老
ノ
口
碑
等
ニ
存
ス
ル
者
ハ
其
旨
ヲ
記
」
と
あ
る

よ
う
に
、
確
た
る
文
書
等
が
な
い
場
合
で
も
、
口
碑

に
基
づ
く
祭
神
記
載
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

で
も
祭
神
名
を
「
不
詳
」
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら

れ
る
。
祭
神
名
の
項
目
に
限
ら
ず
、
全
般
に
つ
い
て

言
え
る
こ
と
だ
が
、
神
社
明
細
帳
は
郡
に
よ
っ
て
記

載
内
容
の
精
度
に
差
が
あ
る
。
特
に
祭
神
と
由
緒
に

つ
い
て
は
、
精
粗
の
差
が
大
き
い
。
例
え
ば
県
本
吉

田
郡
の
本
簿
に
は
、
境
内
神
社
を
含
め
て
二
百
九
十

七
社
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
祭
神
を
「
不
詳
」
と

す
る
神
社
は
僅
か
に
六
社
し
か
な
い
。
こ
れ
に
比
し

て
、
県
本
三
方
郡
の
場
合
、
三
百
五
十
五
社
の
収
載

神
社
の
う
ち
百
二
十
七
社
(
約
三
十
六
%
)
が
、
祭

神
を
「
不
詳
」
と
記
載
し
て
お
り
、
同
じ
く
県
本
遠

敷
郡
で
も
約
三
十
三
%
が
祭
神
不
詳
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
神
社
改
め
で
は
、
神
体
か
ら
仏
教
色

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

を
排
除
し
、
更
に
民
俗
信
仰
を
も
抑
圧
し
、

神
話
や
延
喜
式
神
名
帳
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
ら
れ

た
」
神
々
を
祭
神
に
選
ぶ
こ
と
で
、
新
た
な
神
々
の

(
訂
)

体
系
を
樹
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
明
細
帳
で
も
祭
神
名
を
不
詳
と
し
た
り
、
混
乱

し
た
祭
神
名
記
載
を
行
っ
た
り
し
た
例
が
多
く
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
越
前
七
郡
の
明
細
帳
で

は
、
祭
神
名
の
尊
称
を
一
旦
は
「
命
」
と
し
な
が
ら

も
、
後
に
「
尊
」
に
訂
正
す
る
例
が
非
常
に
数
多
く

見
ら
れ
る
(
「
素
蓋
鳴
命
」
↓
「
素
蓋
鳴
尊
」
な

ど
)
o

他
に
も
、
同
体
で
あ
る
「
鷹
神
天
皇
」
と
「
品

陀
和
気
命
」
を
併
記
し
た
り
、
陰
陽
道
の
神
で
あ
る

「
泰
山
府
君
」
を
記
載
し
た
た
め
に
後
か
ら
「
天
御

中
主
命
」
に
訂
正
し
た
例
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
明
治
初
年
1
十
年
代
に
か
け
て
、
新
た
に
国
体

神
学
的
祭
把
体
系
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
跡
が
う
か

が
え
る
。

「ロレコい

一
号
目
。
芹

O
由
緒
内
務
心
得
に
は
「
由
緒
ハ
創
立
・
公
称
・
廃
合
・

再
興
・
復
旧
・
移
転
及
ヒ
社
格
等
許
可
ノ
年
月
並
該

社
寺
ニ
関
ス
ル
縁
由
沿
革
ヲ
詳
記
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る

よ
う
に
、
基
本
的
に
は
勧
請
年
や
社
格
許
可
年
な
ど

を
中
心
に
、
神
社
の
由
緒
が
記
載
さ
れ
た
。
古
文
書
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や
近
世
の
地
誌
、
神
社
誌
な
ど
を
典
拠
に
、
由
緒
を

記
載
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
概
し
て
前
近
代
の
由
緒

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
神
社
は
少
な
い
。
明
治
以
後

に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年
の
「
官
社
以
下
定
額
・
神

官
職
制
等
規
則
」
お
よ
び
「
郷
社
定
則
」
に
よ
り
社

格
を
許
可
さ
れ
た
県
社
、
郷
社
、
村
社
は
、
そ
の
許

可
年
月
日
を
記
載
す
る
例
が
多
い
。

明
治
十
二
年
の
内
務
省
達
で
は
「
本
年
六
月
三
十

日
ノ
現
況
ヲ
以
テ
取
調
」
と
あ
る
よ
う
に
、
由
緒
も

明
治
十
二
年
六
月
三
十
日
以
前
の
も
の
を
記
載
す
べ

き
は
ず
で
あ
る
が
、
旧
石
川
県
七
郡
分
に
つ
い
て

は
、
進
達
文
写
に
「
但
十
二
年
七
月
ヨ
リ
十
二
月
ニ

係
ル
異
動
ヲ
モ
取
調
置
候
、
此
段
添
申
候
也
」
と
あ

る
よ
う
に
、
実
際
に
は
明
治
十
二
年
十
一
月
の
村
社

へ
の
加
列
記
事
な
ど
も
由
緒
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る。
な
お
、
明
治
四
十
年
代
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、

訂
正
し
た
長
い
由
緒
を
追
加
す
る
神
社
が
い
く
つ
か

見
ら
れ
る
。
社
格
の
昇
格
を
狙
っ
た
も
の
や
、
そ
の

他
政
治
的
な
配
慮
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
県

本
で
は
訂
正
追
加
年
を
記
載
し
て
い
る
が
、
国
本
で

は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

O
社
殿
間
数
/
社
殿
(
種
類
)

明
治
十
二
年
書
式
で
は
「
社
殿
間
数
」
の
記
載
を

定
め
て
お
り
、
本
殿
や
拝
殿
な
ど
種
別
に
応
じ
て
、

「
堅
二
問
・
横
一
間
半
」
、
「
間
口
(
前
口
)
六
尺
・

奥
行
五
尺
」
、
「
桁
行
四
尺
五
寸
八
歩
・
梁
行
(
梁

間
)
四
尺
三
寸
五
歩
」
、
「
二
間
四
方
」
の
よ
う
に
建

物
の
大
き
さ
が
記
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
鳥
居
(
華

表
)
や
狛
犬
、
手
水
舎
、
禁
制
札
に
つ
い
て
も
、
長

さ
や
幅
、
基
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
大
正
二
年
改
訂
書
式
で
は
「
社
殿
(
種

類
)
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
備
考
に
は
「
「
社

殿
」
ノ
下
「
種
類
」
ト
ア
ル
箇
所
ニ
ハ
本
殿
、
幣
殿
、

拝
殿
又
ハ
社
務
所
等
建
物
ノ
名
称
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ
」

と
し
て
、
記
載
す
る
の
は
杜
殿
の
名
称
の
み
で
、
大

き
さ
の
記
載
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
国
本
は
全
簿

冊
と
も
「
社
殿
」
の
項
目
の
下
に
「
本
殿
」
「
拝
殿
」

「
神
韻
所
」
「
鳥
居
」
な
ど
の
社
殿
名
を
記
載
す
る

の
み
で
、
間
数
を
記
載
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
国
本
は
大
正
二
年
改
訂
書
式
に
基
づ
く
調
製

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
(
た
だ
し
、
新
た
に
新
築

や
改
築
な
ど
の
報
告
を
県
か
ら
受
け
た
場
合
に
は
、

間
数
を
記
し
た
も
の
も
あ
る
)
。

O
境
内
坪
数
並
地
種
/
境
内
(
坪
数
)

境
内
地
の
坪
数
お
よ
び
官
有
地
(
固
有
地
)

有
地
の
別
を
記
載
し
た
。
地
種
の
区
別
は
「
改
正
地

所
名
称
区
別
」
(
明
治
七
年
十
一
月
七
日
太
政
官
布

告
第
百
二
十
号
)
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の 民

う
ち
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
る
地
種
を
以
下
に
見
て
お

き
た
い
。
「
官
有
地
第
一
種
」
と
は
、
地
租
・
地
方

税
が
賦
課
さ
れ
な
い
土
地
の
こ
と
で
、
府
県
社
お
よ

び
民
有
で
は
な
い
社
地
を
い
う
。
ま
た
「
民
有
地
第

一
種
」
と
は
、
地
租
・
地
方
税
の
賦
課
さ
れ
る
土
地

で
、
個
人
ま
た
は
複
数
人
、
村
等
が
所
有
す
る
土
地

で
あ
り
、
「
民
有
地
第
二
種
」
と
は
、
地
租
・
地
方

税
が
賦
課
さ
れ
な
い
官
有
で
は
な
い
郷
村
社
地
な
ど

を
指
す
。

内
務
心
得
に
は
「
社
寺
境
内
地
ノ
社
寺
名
受
ニ
非

ル
者
ハ
、
名
受
人
ノ
姓
名
、
私
有
共
有
ノ
別
ヲ
地
種

ノ
下
ニ
登
記
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
「
民
有
地
第
一
種

細
川
武
兵
衛
外
廿
七
名
共
有
」
な
ど
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
た
。

O
境
内
神
社
・
遥
拝
所
・
招
魂
杜
・
祖
霊
社

全
て
由
緒
と
建
物
、
建
物
間
数
を
記
載
し
た
が
、

神
社
は
祭
神
、
祖
霊
社
は
共
有
人
員
も
併
記
し
た
。

官
国
幣
社
の
摂
末
社
を
除
き
、
従
来
境
内
末
社
と
位
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置
付
け
ら
れ
て
い
た
神
社
も
全
て
「
境
内
神
社
」
と

し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
境
内
神
社

の
明
細
は
本
社
の
丁
に
併
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た。
大
正
二
年
改
訂
書
式
で
は
、
境
内
神
社
・
招
魂
社

・
遥
拝
所
に
つ
い
て
は
書
式
を
定
め
て
い
る
が
、
境

内
祖
霊
杜
の
書
式
規
定
が
な
く
な
っ
た
。
神
社
と
招

魂
杜
は
祭
神
(
神
名
)
を
記
載
す
る
が
、
社
殿
は
種

類
の
み
を
記
す
だ
け
で
間
数
は
記
載
し
な
い
。
そ
の

た
め
国
本
に
は
境
内
神
社
の
建
物
の
大
き
さ
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
県
本
の
旧
滋
賀
県
四
郡
本
簿
で
は
、

物
二
子
」
と
す
る
だ
け
で
、
境
内
神
社
の
建
物
の
間

数
を
記
載
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
福
井
県
置

県
後
に
四
郡
分
に
つ
い
て
だ
け
は
、
境
内
神
社
の
建

物
の
大
き
さ
を
記
載
し
た
追
加
簿
が
調
製
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
(
後
述
)

0

0
境
外
所
有
地

境
内
の
外
に
所
有
地
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
耕

地
(
田
或
畑
)
、
山
林
、
宅
地
ご
と
に
所
在
地
と
地

価
金
額
を
記
載
し
た
。
境
外
所
有
地
に
は
、
売
買
や

寄
附
な
ど
に
よ
り
、
頻
繁
に
異
動
が
あ
っ
た
た
め
、

43 

加
筆
・
訂
正
が
多
い
項
目
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ
の

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

た
め
境
外
所
有
地
の
追
加
分
の
み
を
所
載
す
る
「
越

前
国
神
社
明
細
帳
追
加
」
「
若
狭
国
神
社
明
細
帳
追

加
」
と
い
う
こ
冊
の
追
加
簿
が
作
成
さ
れ
た
(
後

述
)
。
な
お
、
大
正
二
年
改
訂
書
式
に
は
こ
の
項
目

が
な
い
た
め
、
国
本
に
は
記
載
が
な
い
。

O
氏
子
(
信
徒
)
戸
数

明
治
十
二
年
書
式
で
は
「
氏
子
戸
数
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
内
務
心
得
に
「
社
寺
ニ
氏
子
檀
徒
無

講
中

之
向
ハ
信
徒
ノ
類
ノ
人
員
ヲ
記
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、

人
員
を
記
載
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
県
本
を
見
て
み

建

る
と
「
氏
子
戸
数
六
十
二
戸
」
や
「
信
徒
人
員

九
十
六
人
」
の
よ
う
に
、
戸
数
と
人
員
の
記
載
が
混

在
し
て
い
る
。
一
方
、
大
正
二
年
の
改
訂
書
式
に
基

づ
く
国
本
で
も
「
崇
敬
者
O
人
」
「
崇
敬
者
O
戸」

「
氏
子
O
戸
」
「
信
徒
O
人
」
「
信
徒
O
戸
」
が
混
在

し
て
い
る
。
大
正
二
年
改
訂
書
式
の
備
考
に
は
「
氏

子
ナ
キ
神
社
ニ
在
リ
テ
ハ
、
氏
子
ニ
準
ス
ヘ
キ
崇
敬

者
戸
数
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
。

O
管
轄
庁
迄
ノ
距
離
里
数

旧
石
川
県
分
は
「
石
川
県
庁
迄
距
離
里
数
」
と
し

て
当
該
神
社
か
ら
金
沢
ま
で
の
距
離
を
、
旧
滋
賀
県

分
は
「
管
轄
庁
距
離
」
と
し
て
大
津
ま
で
の
距
離
を

里
数
で
記
載
し
て
い
る
。
福
井
置
県
後
は
、
福
井
ま

で
の
距
離
に
訂
正
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
訂
正
が
加
え

ら
れ
た
も
の
は
非
常
に
数
が
少
な
い
。
置
県
後
に
「
福

井
牒
」
の
罫
紙
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
も
「
石
川
県

庁
迄
距
離
里
数
」
と
し
た
例
ま
で
見
受
け
ら
れ
る
。

大
正
二
年
の
改
訂
書
式
で
は
、
こ
の
項
目
が
削
除

さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
本
で
は
記
載
が
見
ら
れ
な

しミ。O
指
定
済
印

杜
名
の
上
部
に
「
指
定
済
/
明
治

日
」
と
い
う
朱
の
角
印
が
押
さ
れ

年

月

(
写
真
日
)
、

日

(
日
付

の
上
限
は
明
治
四
十
一
年
四
月
二
十
六
日
、
下
限
は

付
が
墨
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

昭
和
十
九
年
十
月
二
十
七
日
)
。
昭
和
の
日
付
が
記

入
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、
由
緒
に
「
福

井
牒
ヨ
リ
明
治
三
十
九
年
四
月
二
十
八
日
勅
令
第
九

(
詔
)

十
六
号
一
一
依
リ
神
韻
幣
吊
料
ヲ
供
進
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ヘ
キ
神
社
ニ
指
定
セ
ラ
ル
」
と
追
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
に
言
う
「
指
定
」
と
は
、
府
県
社
以
下

神
社
神
撰
幣
吊
料
供
進
制
度
に
お
い
て
、
神
地
除
幣
吊

料
を
供
進
さ
れ
る
べ
き
神
社
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
郷
社
や
村
社
が

県
社
に
昇
格
(
指
定
)
さ
れ
た
場
合
に
も
、
こ
の
印

を
押
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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こ
の
項
目
を
明
細
帳
に
追
加
す
べ
き
と
す
る
法
令

は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
原
裕
美

子
は
、
神
鐸
・
幣
由
巾
料
供
進
神
社
指
定
が
、
大
正
初

年
期
か
ら
明
細
帳
記
載
事
項
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

(
却
)

か
、
と
推
測
し
て
い
る
。

な
お
、
福
井
県
に
関
す
る
国
本
に
も
、
県
本
と
同

一
の
指
定
済
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
が
(
日
付
の
下

限
は
大
正
十
三
年
八
月
十
六
日
)
、
国
本
が
作
成
さ

れ
た
時
期
と
み
ら
れ
る
大
正
末
年
以
後
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
内
務
省
独
自
の
指
定
済
印
を
押
し
て
い

る
。
こ
の
内
務
省
の
印
に
は
押
印
さ
れ
た
時
期
に
よ

っ
て
、
二
種
類
の
印
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
写
真

ロ)。O登
録
印

罫
外
に
「
土
地
登
録
済
」
「
建
物
登
録
済
」
「
宝
物

登
録
済
」
の
三
種
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
了
が
あ
る

(
写
真
叩
)
。
こ
れ
は
「
神
社
財
産
登
録
台
帳
」
へ

の
登
録
が
済
ん
だ
こ
と
を
意
味
す
る
印
で
あ
ろ
う
。

「
神
社
財
産
登
録
台
帳
」
と
は
、
明
治
四
十
一
年

の
「
神
社
財
産
ニ
関
ス
ル
法
律
」
(
三
月
二
十
日
法

律
第
一
一
十
三
号
)
お
よ
び
「
神
社
財
産
ノ
登
録
ニ
関

ス
ル
件
」
(
七
月
十
八
日
勅
令
第
百
七
十
七
号
)
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
た
福

井
県
で
も
同
年
の
県
令
第
五
十
四
号
に
よ
り
「
神
社

財
産
登
録
及
会
計
二
関
ス
ル
取
扱
手
続
」
を
発
し
て

い
る
。
同
令
は
本
文
散
逸
の
た
め
内
容
不
詳
だ
が
、

他
県
の
例
か
ら
も
、
お
お
よ
そ
の
内
容
を
推
測
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
勅
令
で
は
台
帳
に
登
録
す
べ
き

事
項
と
し
て
土
地
、
社
殿
及
工
作
物
、
宝
物
の
三
つ

が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
福
井
県
で
も
神
社
財
産
登
録

台
帳
と
し
て
、
土
地
登
録
台
帳
、
建
物
登
録
台
帳
、

宝
物
登
録
台
帳
の
=
一
種
が
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る。O神
官
明
治
十
五
年
十
一
月
七
日
内
務
省
達
乙
第
五
十
九

号
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
項
目
。
社
名
の
上
部
罫
外

に
「
村
社
白
山
神
社
掌
/
小
泉
教
太
郎
」
の
よ
う

に
、
貼
紙
に
よ
っ
て
姓
名
と
職
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
「
本
(
務
)
」
と
「
兼
(
務
)
」
の
文
字
や
、

「
十
二
級
」
、
「
九
級
俸
年
手
当
三
十
円
」
、
「
無
報

酬
」
な
ど
、
身
分
・
待
遇
を
併
記
す
る
も
の
も
あ

る
。
併
記
に
多
く
見
ら
れ
る
「
杜
掌
」
と
「
社
司
」

の
職
名
で
あ
る
が
、

「
府
社
県
杜
及
郷
社
ノ
神
職
ニ

関
ス
ル
件
」
(
明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
八
日
勅
令

第
二
十
二
号
)
に
よ
っ
て
置
か
れ
た
も
の
で
、
県
社

と
郷
社
に
は
社
司
一
人
と
社
掌
若
干
人
が
、
村
社
以

下
の
神
社
に
は
社
掌
若
干
人
を
置
く
こ
と
、
ま
た
社

司
は
社
掌
を
指
揮
下
に
置
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る。
明
治
十
九
年
九
月
二
十
七
日
の
内
務
省
令
第
十
六

号
に
よ
り
、
神
官
の
任
免
死
亡
に
関
す
る
項
目
が
明

細
帳
書
式
か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

大
正
二
年
改
訂
書
式
で
は
神
宮
名
の
項
目
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
県
本
で
は
明
治
二
十
七
年
以

後
の
職
名
「
社
掌
」
「
社
司
」
を
記
載
し
た
も
の
や
、

「
大
正
十
一
、
二
、
七
日
付
」
と
い
う
任
用
年
を
記

載
し
た
も
の
も
あ
る
。
従
っ
て
、
福
井
県
で
は
大
正

期
で
も
明
細
帳
に
神
官
の
項
目
を
記
載
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

O
永
続
方
法

明
治
十
七
年
二
月
二
十
九
日
の
福
井
県
布
達
丙
第

二
十
号
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
項
目
。
国
が
追
加
を

指
定
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
福
井
県
が
独
自
に
指

定
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
神
社
永
続
の
た
め
に

所
有
し
て
い
る
資
本
金
(
貯
金
や
証
券
含
む
)
、
毎
年

の
氏
子
よ
り
の
寄
附
金
、
寄
附
米
を
記
載
し
た
。
「
永

続
法
」
や
「
基
本
財
産
」
、
「
永
続
資
本
金
」
な
ど
の

項
目
名
を
挙
げ
、
「
現
金

O
O円
」
や
「
郵
便
局
貯

通
帳
番
号
O
O号
」
「
有
価
証
券
O
O園
」
「
国

外、~

.:;:IZ 
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庫
債
券

O
O円
」
な
ど
の
形
で
記
載
し
て
い
る
(
届

出
年
月
日
を
記
載
す
る
こ
と
も
あ
る
)
。
全
て
の
神
社

に
記
載
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

国
本
に
は
こ
の
項
目
は
な
い
。

六
、
抜
明
細
帳
、
追
加
簿
お
よ
び
郡
本

神
社
明
細
帳
に
は
、
前
節
で
み
て
き
た
よ
う
な
本

簿
と
は
別
に
、
こ
れ
を
補
足
す
る
簿
冊
が
何
種
類
か

作
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
系
統
ご
と
に
み
て
お
き

，E

ミ

O

ナ
ム
し

45 

O
抜
明
細
帳

県
本
の
中
に
は
、
黄
色
の
表
紙
に
「
福
井
牒
下

盟
側
神
社
抜
明
細
帳
全
」
と
い
う
題
筆
が
付
さ
れ

た
簿
冊
が
一
冊
残
さ
れ
て
い
る
。
表
題
紙
に
は
「
越

前
国
神
社
抜
明
細
帳
全
」
「
若
狭
国
神
社
抜
明
細

帳
全
」
と
併
記
さ
れ
て
お
り
、
十
七
社
の
明
細
を

綴
っ
て
い
る
(
目
次
な
し
)
。
内
容
は
、
明
細
帳
本

簿
と
全
く
変
わ
ら
な
い
が
、
朱
書
さ
れ
た
追
記
や
丁

数
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
、
抜
明
細
帳
と
は
移
転
や

合
併
、
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
明
細
帳
本
簿
か
ら
抜

き
取
っ
た
丁
を
綴
じ
直
し
て
編
成
さ
れ
た
簿
冊
、
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
ヨ
ミ
は
「
ヌ
ケ
」

で
は
な
く
「
ヌ
キ
」
明
細
帳
と
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ

、つノ。
明
細
帳
本
簿
を
通
覧
す
る
と
、
神
社
が
別
の
場
所

に
移
転
し
た
場
合
は
、
旧
所
在
地
を
訂
正
し
、
朱
書

に
よ
り
新
所
在
地
を
追
記
す
る
だ
け
で
済
ま
せ
る
例

が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
あ
る
神
社
が
別
の
神
社

に
合
併
さ
れ
る
場
合
も
、
被
合
併
社
の
丁
は
抜
き
取

っ
た
り
せ
ず
に
、
朱
の
×
印
で
抹
消
す
る
に
と
ど

め
、
合
併
先
の
神
社
の
丁
に
合
併
年
月
日
や
加
え
ら

れ
た
祭
神
名
、
由
緒
な
ど
の
事
項
を
追
記
す
る
例
が

大
多
数
を
占
め
る
。
県
本
抜
明
細
帳
に
は
「
此
分
ハ

其
侭
愛
ニ
存
シ
後
来
沿
革
ヲ
見
ル
ノ
便
ニ
ス
ル
ナ

リ
」
と
い
う
記
載
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
抜
明
細

帳
が
後
日
の
参
考
の
た
め
に
、
不
用
に
な
っ
て
抜
き

取
っ
た
丁
を
編
綴
し
直
し
て
保
存
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
何
故
こ
の
十
七
社

に
つ
い
て
の
み
、
本
簿
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
形

を
と
ら
ず
、
該
丁
自
体
を
抜
き
取
っ
て
し
ま
い
、
場

合
に
よ
っ
て
は
新
規
に
明
細
帳
を
書
き
改
め
た
の

か
。
抜
明
細
帳
自
体
の
調
製
を
定
め
た
法
令
が
見
出

せ
な
い
た
め
、
詳
し
い
事
情
は
不
明
と
言
う
よ
り
ほ

(
担
)

か
な
い
。

な
お
、
国
本
の
抜
明
細
帳
も
伝
存
し
て
い
る
。

表
紙
に
は
「
福
井
牒
管
下
神
社
抜
明
細
帳
」
の
題
集
、

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
科
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

「
匝
凶
」
の
小
紙
片
が
貼
付
さ
れ
、
目
録
が
綴
じ
こ

ま
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
県
本
所
載
十
七
社
の
う
ち
、

四
社
の
み
を
載
せ
て
い
る
が
、
国
本
の
本
簿
同
様
、

社
殿
間
数
や
県
庁
迄
の
距
離
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い

な
し
。
O
県
別
・
旧
国
別
追
加
簿

追
加
の
名
を
持
つ
簿
冊
に
は
、
県
お
よ
び
旧
国
単

位
の
広
域
を
対
象
と
し
た
も
の
と
、
郡
単
位
の
追
加

簿
の
二
種
が
あ
る
。

広
域
の
追
加
簿
は
県
本
に
だ
け
四
冊
確
認
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
「
越
前
国
神
社
明
細
帳
追
加
」
お

よ
び
「
若
狭
国
神
社
明
細
帳
追
加
」
の
二
冊
は
、
本

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
境
外
所
有
地
に
関
す
る
事

項
を
載
せ
て
い
る
。
越
前
国
の
追
加
簿
に
は
五
十
五

社
、
若
狭
国
の
追
加
簿
に
は
二
社
を
収
載
し
、
神
社

境
外
所
有
地
に
つ
い
て
、
売
却
や
買
得
、
譲
渡
、
払

下
に
よ
っ
て
異
動
が
生
じ
た
時
や
、
脱
漏
や
誤
謬
が

判
明
し
て
新
規
に
届
出
を
し
た
時
の
明
細
を
綴
っ
て

い
る
。
本
簿
の
該
丁
を
見
る
と
「
追
加
簿
ニ
詳
カ
ナ

リ
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
本
簿
と
こ
の
追
加
簿
が

一
体
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
、
一
方
で
本
簿
を
見
て
い
く
と
、
同
様

の
ケ
l
ス
で
も
、
単
に
紙
を
貼
り
継
ぐ
な
ど
し
て
本
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簿
に
追
記
す
る
に
と
ど
め
る
例
も
多
く
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
な
、
ぜ
こ
れ
ら
五
十
数
社
だ
け
の
た
め
に
別

(
叫
)

に
追
加
簿
が
作
成
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
題
筆
を
持
た
ず
、
表
紙
中
央
に
「
神
社
明
細

帳
追
加
ノ
部
」
と
墨
書
さ
れ
た
簿
冊
に
つ
い
て
み

て
み
た
い
。
こ
こ
に
は
六
社
の
明
細
を
綴
っ
て
い
る

が
、
う
ち
コ
一
社
は
本
簿
脱
漏
の
た
め
新
規
に
編
入
し

た
も
の
で
あ
る
(
編
入
年
は
大
正
十
四
年
、
昭
和
二

十
年
、
年
不
明
)
。
ま
た
、
二
社
は
本
簿
収
載
の
神

社
が
、
昭
和
三
年
に
別
の
場
所
に
移
転
し
た
た
め
、

本
簿
の
記
載
を
抹
消
し
て
「
追
加
ノ
部
」
に
改
め
て

記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
残
る
一
社
は
明
治
四
十
一

年
に
丹
生
郡
宮
崎
村
熊
谷
の
村
社
八
幡
神
社
に
合
併

さ
れ
た
同
村
古
屋
の
無
格
杜
山
神
神
杜
の
明
細
で
あ

り
、
こ
の
神
社
が
「
直
民
ノ
熱
望
ニ
ヨ
リ
昭
和
二
十

一
年
三
月
八
日
福
井
牒
保
管
神
社
明
細
帳
ニ
登
載
ヲ

許
可
セ
ラ
レ
分
離
復
奮
」
し
た
た
め
「
追
加
ノ
部
」

に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以

上
、
六
社
の
記
載
か
ら
は
、
次
に
よ
う
な
幾
つ
か
の

興
味
深
い
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
先
に
見
た
抜
明
細
帳
に
は
、
移
転
に
よ
り

抜
き
取
ら
れ
た
旧
丁
に
朱
で
「
追
加
明
細
帳
移
転
ノ

部
ニ
詳
ナ
リ
」
や
「
移
転
名
簿
ニ
詳
ナ
リ
依
テ
万
事

該
簿
ヲ
証
査
ス
ヘ
シ
」
と
追
記
す
る
例
が
い
く
つ
か

見
ら
れ
た
が
、
こ
の
「
追
加
ノ
部
」
に
収
載
さ
れ
る

神
社
の
抹
消
さ
れ
た
本
簿
に
も
「
移
轄
追
加
簿
ニ
轄

載
」
と
朱
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
移
転
し
た
神
社
の
み
を
載
せ
る
移
転
追
加
簿

(
移
転
名
簿
・
追
加
明
細
帳
移
転
ノ
部
)
と
い
う
簿

冊
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

次
に
神
社
明
細
帳
の
現
周
期
間
お
よ
び
戦
後
の
管

理
状
況
と
も
関
わ
る
点
だ
が
、
先
の
引
用
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
神
社
明
細
帳
は
、
昭
和
二
十
一
年

三
月
の
段
階
で
も
福
井
県
が
保
管
し
て
お
り
、
な
お

か
っ
そ
の
明
細
帳
へ
の
登
載
を
県
が
許
可
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
福
井
県
の
場
合
も
埼
玉
県
の

場
合
同
様
に
、
戦
後
し
ば
ら
く
は
業
務
の
参
考
の
た

め
、
明
細
帳
を
保
管
し
続
け
て
い
た
と
考
え
て
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
『
武

生
市
史
』
の
解
題
に
見
え
る
「
神
社
明
細
帳
に
つ
い

て
は
、
終
戦
時
、
占
領
軍
司
令
部
の
発
し
た
神
道
指

令
等
の
状
況
を
顧
慮
さ
れ
た
某
氏
の
手
に
よ
っ
て
秘

か
に
保
管
さ
れ
、
現
在
は
県
立
図
書
館
の
所
蔵
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
と
の
聞
に
矛
盾

が
生
じ
る
。
図
書
館
で
所
蔵
す
る
宗
教
関
係
簿
冊
群

全
体
の
伝
来
の
問
題
と
し
て
、
別
に
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

残
り
の
一
冊
「
若
狭
国
境
内
神
社
増
之
部
」
と
題

さ
れ
た
簿
冊
も
、
広
域
の
追
加
簿
と
み
な
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。
内
容
は
、
脱
漏
に
よ
っ
て
本
簿
に
記
載
さ

れ
な
か
っ
た
境
内
神
社
や
新
た
に
認
可
さ
れ
た
境
内

神
社
の
明
細
を
、
本
社
の
明
細
と
と
も
に
載
せ
た
も

の
で
あ
る
。
収
載
五
社
の
う
ち
、
四
社
は
本
簿
に
も

該
境
内
杜
を
朱
で
追
記
し
て
い
る
が
、
一
社
の
み
は

本
簿
へ
の
追
記
が
見
ら
れ
な
い
。
「
増
ノ
部
」
と
い

う
題
か
ら
は
、
「
移
転
ノ
部
」
の
よ
う
に
、
他
に
も

「
O
ノ
部
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

O
郡
別
追
加
簿
(
旧
滋
賀
県
)

旧
滋
賀
県
四
郡
に
つ
い
て
は
、
神
社
明
細
帳
の
本

簿
と
は
別
に
、
郡
ご
と
に
「
神
社
明
細
帳
追
加
」
と

題
さ
れ
た
追
加
簿
が
一
冊
、
ず
つ
作
成
さ
れ
た
。
内
容

は
、
神
社
の
所
在
地
、
杜
格
、
社
名
、
そ
し
て
社
殿

以
外
の
境
内
建
物
、
神
宮
名
か
ら
な
り
、
本
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
祭
神
や
由
緒
、
氏
子
戸
数
な
ど
は
全

く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
、
追
加
簿
の
記
載
項

目
を
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
で
、
追
加
簿
作
成
の
目

的
を
考
察
し
て
み
た
い
。

第
一
に
用
紙
は
全
丁
に
わ
た
り
「
福
井
牒
」
罫
紙

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
追
加
簿
は
明
治
十
四
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年
二
月
七
日
の
福
井
県
置
県
後
に
作
成
さ
れ
た
こ
と

が
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
冒
頭
の
「
村
名
目
録
」
は

明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
の
町
村
制
施
行
を
反
映
し

て
い
な
い
。
本
文
記
載
内
容
お
よ
び
追
記
事
項
の
年

月
日
な
ど
か
ら
、
明
治
十
五
年
か
ら
十
七
年
の
聞
の

調
製
と
み
ら
れ
る
。
第
二
に
、
追
加
簿
の
主
た
る
記

載
項
目
は
、
境
内
建
物
お
よ
び
そ
の
間
数
で
あ
る
。

第
三
一
に
、
明
細
帳
本
簿
と
追
加
簿
と
の
聞
で
、
同
一

で
あ
る
は
ず
の
社
名
や
境
内
社
名
に
棚
田
額
が
見
ら
れ

る
(
八
幡
神
社
と
八
幡
宮
、
神
明
宮
と
天
照
皇
大
神

宮
な
ど
)
。
第
四
点
目
と
し
て
、
旧
石
川
県
域
七
郡

の
追
加
簿
は
作
成
さ
れ
た
様
子
が
な
い
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
推
測
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ

、っ。
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旧
石
川
県
と
旧
滋
賀
県
と
で
は
、
調
製
さ
れ
た

明
細
帳
の
書
式
・
記
載
項
目
に
相
違
が
あ
っ
た
。
石

川
県
で
調
製
さ
れ
た
明
細
帳
で
は
記
載
さ
れ
て
い
た

社
殿
以
外
の
建
物
名
お
よ
び
そ
の
大
き
さ
が
、
滋
賀

県
で
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
拝
殿
や
社

務
所
、
御
供
所
、
神
韻
所
、
宝
蔵
、
神
庫
、
札
納
所
、

燈
明
舎
、
龍
堂
、
門
、
廻
廊
、
鳥
居
な
ど
が
こ
れ
に

あ
た
る
。
ま
た
、
境
内
神
社
の
建
物
に
つ
い
て
も
、

石
川
県
で
は
「
前
口
一
間
三
一
尺
、
奥
行
一
間
三
一
尺
」

の
よ
う
に
、
関
数
を
記
載
し
た
の
に
対
し
、
滋
賀
県

で
は
単
に
「
一
宇
」
と
記
載
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
福
井
県
置
県
後
ま
も
な
く
、
調
査
記
載
項
目

(
境
内
建
物
)
に
不
備
の
あ
っ
た
旧
滋
賀
県
域
四
郡

に
つ
い
て
の
み
、
追
加
で
明
細
帳
を
作
成
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
社
殿
(
本
殿
)
以
外
に

境
内
建
物
の
な
か
っ
た
神
社
に
つ
い
て
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
追
加
簿
は
調
製
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
末
尾
に
神
官
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
神
社
の
神
宮
に
提
出
さ
せ
た
明
細
書
を
そ
の

ま
ま
引
き
写
し
て
追
加
簿
に
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
れ

ゆ
え
明
治
十
二
年
段
階
で
滋
賀
県
が
調
査
、
確
定
し

た
社
名
と
異
な
る
社
名
が
記
載
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
県
報
の
本
文
散
逸
の
た
め
現
時

点
で
は
内
容
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
明
治
十
五

年
の
福
井
県
布
達
甲
第
十
七
号
「
社
寺
明
細
帳
へ
建

物
間
数
共
追
加
編
成
」
が
、
追
加
簿
調
製
を
定
め
た

法
令
に
あ
た
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

国
本
の
追
加
簿
に
つ
い
て
は
、
大
飯
郡
を
除
く
一
一
一

郡
分
が
現
存
し
て
い
る
。
国
本
は
、
県
本
作
成
の
主

目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
建
物
の
大
き
さ
記
載
が
な

く
、
単
に
本
殿
以
外
の
建
物
名
の
み
を
記
載
し
て
お

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
一
)
神
社
明
細
帳

り
、
末
尾
の
神
官
名
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
国
本
作
成
時
に
、
既
に
合
併
さ
れ
て
い
た
神
社

も
記
載
が
な
い
。
即
ち
、
大
正
八
年
十
二
月
二
十
五

日
に
合
併
さ
れ
た
三
方
郡
三
方
村
の
無
格
社
蛭
子
社

の
記
載
が
国
本
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
国
本
の
追
加

簿
が
作
成
さ
れ
た
時
期
を
大
正
八
年
十
二
月
二
十
五

日
以
後
(
お
そ
ら
く
は
国
本
本
簿
と
同
じ
く
大
正
十

年
代
)
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

O
郡
本
現
在
、
図
書
館
で
所
蔵
す
る
神
社
明
細
帳
の
う

ち
、
郡
役
所
で
作
成
さ
れ
た
簿
冊
(
本
稿
で
は
郡
本

と
仮
称
し
た
)
が
四
冊
確
認
さ
れ
る
。

ま
ず
、
表
紙
に
「
明
治
十
二
年
六
月
三
十
日
現

況
/
越
前
園
大
野
郡
神
社
明
細
帳
/
大
野
郡
役
所
」

と
墨
書
さ
れ
た
簿
冊
で
あ
る
が
(
写
真
一
4
)
、
こ
れ

は
明
治
十
二
年
の
内
務
省
達
に
よ
り
調
製
さ
れ
た
県

本
・
国
本
の
元
に
な
っ
た
原
簿
で
あ
る
。
表
紙
に
は

「
石
川
牒
大
野
郡
役
所
印
」
の
朱
印
や
「
永
久
」
の

朱
記
が
あ
り
、
表
紙
見
返
し
に
は
郡
内
の
神
杜
数
が

「
牒
社
二
、
郷
社
三
、
村
社
二
百
三
十
九
、
無
格
杜

百
十
六
、
合
計
三
百
六
十
社
、
十
二
年
六
月
三
十
日

調
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
(
目
次
な
し
。
小
口
書
は

墨
書
で
「
神
社
明
細
」
)
。
用
紙
は
全
て
美
濃
十
三

行
罫
紙
を
使
用
し
て
い
る
が
、
色
は
青
、
黒
、
灰
な
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ど
幾
種
類
か
あ
り
、
版
心
に
も
「
大
野
郡
役
所
」
等

の
印
刷
は
な
い
。
ま
た
各
了
末
尾
に
神
宮
・
氏
子
総

代
・
戸
長
の
署
名
・
連
印
、
戸
長
役
場
の
公
印
が
あ

る
た
め
、
こ
の
簿
冊
は
、
各
戸
長
役
場
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
綴
じ
た
原
本
綴
と
考
え
ら
れ

る
。
提
出
日
付
は
、
明
治
十
二
年
十
月
二
十
五
日
か

ら
翌
十
三
年
八
月
十
四
日
の
聞
で
あ
る
が
、
元
々
空

欄
に
し
で
あ
っ
た
月
日
の
欄
に
後
か
ら
記
入
し
た
も

の
や
、
十
三
年
一
月
十
五
日
を
無
理
矢
理
十
二
年
十

月
十
五
日
に
改
寵
す
る
な
ど
し
て
、
な
る
べ
く
提
出

期
限
で
あ
る
十
二
年
十
月
末
の
提
出
に
見
せ
か
け
よ

う
と
し
た
跡
が
う
か
が
え
る
(
そ
の
割
に
十
三
年
八

月
十
四
日
の
ま
ま
綴
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
)
。
郡
本

に
は
、
郡
役
所
で
保
管
し
て
い
も
の
と
県
庁
に
提
出

さ
れ
た
も
の
の
二
種
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
簿
冊
は
お
そ
ら
く
県
庁
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
郡
役
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
郡
本
で
明
治

十
二
年
書
式
に
拠
る
簿
冊
は
、
大
野
郡
の
他
に
は
存

在
を
確
認
で
き
な
い
。

次
に
表
紙
に
「
明
治
二
十
六
年
/
神
社
月
細
帳
追

寺
院
i

加
/
境
外
所
有
地
之
部
/
福
井
牒
今
立
郡
役
所
」
と

あ
る
簿
冊
を
み
て
み
た
い
。
用
紙
は
青
色
十
三
行
美

濃
罫
紙
を
使
用
し
て
い
る
(
版
心
に
「
福
井
豚
今
立

郡
役
所
」
と
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
無
題
の
二
種
が
あ

る
)
。
冊
首
に
は
「
神
社
之
部
目
録
」
と
「
寺
院
之

部
目
録
」
が
綴
じ
こ
ま
れ
、
神
社
十
五
社
、
寺
院
三

十
三
寺
の
境
外
所
有
地
を
記
載
し
て
い
る
。
寺
社
か

ら
提
出
さ
れ
た
原
本
綴
で
は
な
く
、
明
治
二
十
六
年

に
郡
役
所
で
清
書
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
最
終
追

記
は
大
正
八
年
六
月
十
日
。
こ
の
簿
冊
を
も
と
に
県

本
の
本
簿
ま
た
は
追
加
簿
が
訂
正
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
同
種
の
郡
本
は
他
に
現
存
し
て
い
な
い
。

残
る
二
冊
は
足
羽
郡
役
所
が
作
成
し
た
簿
冊
で
あ

ヲゐ。

一
冊
は
「
明
治
四
十
一
年
/
神
社
明
細
帳
/
足

羽
郡
役
所
」
と
表
紙
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
全
丁
が

版
心
に
「
足
羽
郡
役
所
」
と
印
刷
さ
れ
た
桂
色
十
=
一

行
美
濃
罫
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
目
次
は
な
い
が
、

明
治
二
十
二
年
以
後
の
村
名
が
「
和
田
」
「
酒
生
」

の
よ
う
に
十
三
枚
の
見
出
し
(
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
)
と

し
て
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
郡
役
所
に

提
出
さ
れ
た
原
本
の
写
し
と
み
ら
れ
る
が
、
足
羽
郡

の
本
簿
に
収
載
さ
れ
る
二
百
二
十
五
社
分
全
て
が
綴

じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
無
格
杜
を
除
く
四

十
七
社
分
の
み
を
綴
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
基
準

で
神
社
を
選
択
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
も

う
一
冊
は
表
紙
に
「
明
治
四
十
三
年
以
降
/
神
社
諜

定
明
細
書
/
足
羽
郡
役
所
」
と
墨
書
さ
れ
た
簿
冊
で

あ
る
。
用
紙
は
、
罫
紙
と
白
紙
、
美
濃
紙
と
半
紙
、

色
も
赤
・
青
・
茶
、
な
ど
様
々
で
あ
り
、
版
心
の
題
も

「
足
羽
郡
酒
生
村
役
場
」
「
福
井
牒
足
羽
郡
東
郷
村

役
場
」
「
足
羽
郡
役
所
」
「
角
谷
代
書
用
紙
(
角
谷
は

氏
子
総
代
の
一
人
)
」
な
ど
数
種
類
が
確
認
で
き

る
。
内
容
は
、
明
細
帳
本
簿
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の

異
動
願
の
原
本
を
競
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
神

社
予
定
明
細
帳
」
、
「
神
社
建
物
追
認
願
」
、
「
拝
殿
届

漏
御
加
入
願
」
、
「
杜
号
改
称
願
」
、
「
土
地
登
録
申

請
」
、
「
建
物
登
録
申
請
」
、
「
神
社
合
併
願
」
、
「
財

産
処
分
方
法
届
」
な
ど
の
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

異
動
願
の
宛
名
は
福
井
県
知
事
、
提
出
時
期
は
表
紙

の
記
載
「
明
治
四
十
三
年
以
降
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

明
治
四
十
一
年
八
月
か
ら
大
正
十
年
一
月
ま
で
の
期

聞
の
も
の
を
綴
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
山
口
県
の
事
例
を
と
り
あ
げ
た
伊
藤
一

晴
に
よ
れ
ば
、
県
本
だ
け
で
な
く
郡
本
ま
で
を
も
永

久
保
存
と
し
て
管
理
し
た
理
由
と
し
て
「
清
書
本

(
県
本
)
を
管
理
す
る
に
あ
た
っ
て
戸
長
等
の
連
印

が
あ
る
証
拠
性
の
高
い
提
出
本
(
郡
本
)
を
清
書
本

と
と
も
に
保
存
す
る
こ
と
で
、
誤
写
等
に
よ
る
清
書

本
の
間
違
い
や
、
村
・
寺
院
か
ら
の
上
申
と
清
書
本
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と
の
聞
の
離
離
に
備
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
」
と
し
て

い
る
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
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本
稿
で
は
、
福
井
県
に
関
す
る
府
県
杜
以
下
神
社

明
細
帳
の
う
ち
、
福
井
県
立
図
書
館
で
所
蔵
す
る
二

十
六
冊
の
県
本
と
四
冊
の
郡
本
お
よ
び
国
文
学
研
究

資
料
館
(
国
立
史
料
館
)
で
所
蔵
す
る
こ
十
一
冊
の

国
本
を
対
象
に
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
考
察
が
細
部

に
及
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、
全
体
像
が
見
え
づ
ら
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
、
も
う
一
度
、
簿
冊

の
系
統
ご
と
に
そ
の
性
格
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

O
県
本
|
本
簿
(
図
書
館
蔵
)

福
井
市
と
若
越
十
一
郡
の
神
社
明
細
帳
は
全
十

七
冊
が
現
存
し
て
お
り
、
欠
本
は
な
い
。
明
治
十
二

年
書
式
に
基
づ
い
て
お
り
、
以
後
、
加
筆
や
訂
正
を

加
え
な
が
ら
、
終
戦
後
し
ば
ら
く
の
閉
ま
で
、
現
用

文
書
と
し
て
福
井
県
庁
で
管
理
さ
れ
て
き
た
(
明
治

十
二
年
1
十
四
年
ま
で
は
石
川
県
と
滋
賀
県
で
作
成

・
管
理
)
。
神
社
整
理
等
で
合
併
、
移
転
し
た
神
社
や

廃
社
と
な
っ
た
神
社
の
明
細
も
、
ほ
と
ん
ど
抜
き
取

ら
れ
ず
に
綴
ら
れ
て
い
る
点
に
特
長
が
あ
る
。
福
井

県
庁
に
お
け
る
神
社
の
実
数
、
実
態
把
握
の
た
め
の

基
本
台
帳
で
あ
る
。

O
国
本
|
本
簿
(
史
料
館
蔵
)

福
井
市
と
若
越
十
一
郡
の
神
社
明
細
帳
全
十
七
冊

が
現
存
し
て
お
り
、
欠
本
は
な
い
。
大
正
二
年
改
訂

書
式
に
基
づ
き
、
大
正
十
年
代
に
福
井
県
庁
で
作
成

(
清
書
)
さ
れ
た
も
の
が
、
内
務
省
に
提
出
さ
れ
、

以
後
、
内
務
省
神
社
局
、
同
神
祇
院
で
現
用
文
書
と

し
て
管
理
さ
れ
、
戦
後
は
文
部
省
宗
務
課
に
引
き
継

が
れ
た
。
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
に
か
け
て
の
神

社
整
理
の
結
果
を
反
映
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
県
本
に
比
べ
る
と
収
載
神
社
数
が
著
し
く
少
な

い
。
ま
た
、
改
訂
書
式
に
よ
っ
て
い
る
た
め
、
記
載

さ
れ
る
項
目
も
少
な
い
。
内
務
省
に
お
け
る
神
社
の

実
数
、
実
態
把
握
の
た
め
の
基
本
台
帳
で
あ
る
。

O
県
本
|
郡
別
追
加
簿
(
図
書
館
蔵
)

旧
滋
賀
県
に
含
ま
れ
た
敦
賀
郡
・
三
方
郡
・
遠
敷

郡
・
大
飯
郡
の
四
郡
の
み
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
簿

冊
。
明
治
十
四
年
の
福
井
県
置
県
後
に
、
本
簿
の
方

で
記
載
漏
れ
の
あ
っ
た
本
殿
以
外
の
境
内
建
物
名
と

そ
の
大
き
さ
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
追
加
簿
に
記

載
さ
れ
た
内
容
は
本
簿
に
は
見
ら
れ
な
い
。

O
国
本
郡
別
追
加
簿
(
史
料
館
蔵
)

四
郡
の
う
ち
大
飯
郡
の
み
が
欠
本
と
な
っ
て
い

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
二
神
社
明
細
帳

る
。
県
本
の
追
加
簿
を
も
と
に
、
国
本
の
本
簿
同

様
、
大
正
十
年
代
に
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
作

成
時
点
で
既
に
合
併
さ
れ
て
い
た
神
社
や
、
廃
杜
と

な
っ
た
神
社
の
記
載
は
な
い
。

O
県
本
抜
明
細
帳
(
図
書
館
蔵
)

移
転
や
合
併
等
の
事
情
に
よ
り
、
本
簿
で
不
用
と

な
っ
た
丁
を
抜
き
取
り
、
編
綴
し
直
し
た
も
の
。
後

日
の
参
考
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の

簿
冊
に
は
綴
ら
れ
ず
に
本
簿
に
綴
じ
ら
れ
た
ま
ま
の

不
用
丁
も
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
作
成
意
図
は

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

O
国
本
抜
明
細
帳
(
史
料
館
蔵
)

県
本
の
抜
明
細
帳
を
国
本
向
け
に
清
書
し
た
も

の
。
収
載
神
社
の
数
は
、
県
本
よ
り
も
少
な
い
。
ま

た
、
国
本
の
本
簿
同
様
、
記
載
項
目
も
少
な
い
。

O
県
本
|
旧
国
別
追
加
簿
(
図
書
館
蔵
)

「
越
前
国
神
社
明
細
帳
追
加
」
と
「
若
狭
国
神
社

明
細
帳
追
加
」
の
二
冊
は
、
本
簿
に
記
載
で
き
な
か

っ
た
境
外
所
有
地
の
異
動
事
項
を
載
せ
る
た
め
に
作

成
さ
れ
た
も
の
。
「
若
狭
国
境
内
神
社
増
之
部
」
は
、

脱
漏
に
よ
っ
て
本
簿
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
境
内
神

社
や
新
た
に
認
可
さ
れ
た
境
内
神
社
の
明
細
を
、
本

社
の
明
細
と
と
も
に
載
せ
た
も
の
。
本
簿
に
大
量
の
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紙
を
貼
り
継
い
だ
り
、
新
た
に
紙
を
綴
じ
込
ん
だ
り

し
て
、
境
外
所
有
地
や
境
内
神
社
を
追
記
す
る
例
が

多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
追
加
簿
を
作
成

し
た
意
図
は
不
明
で
あ
る
。

O
県
本
|
県
追
加
簿
(
図
書
館
蔵
)

「
神
社
明
細
帳
追
加
ノ
部
」
と
題
さ
れ
た
簿

冊
が
一
冊
確
認
さ
れ
る
。
収
載
さ
れ
る
六
社
の
経
緯

は
次
の
通
り
。
①
本
簿
脱
漏
の
た
め
新
規
編
入
②
本

簿
収
載
神
社
が
移
転
し
た
た
め
、
本
簿
の
記
載
を
抹

消
し
て
改
め
て
記
載
③
合
併
済
神
社
を
無
格
社
と
し

て
復
旧
。
な
ぜ
本
簿
の
方
に
追
記
し
な
か
っ
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
他
に
も
「

O
ノ
部
」
と
題
さ

れ
た
追
加
簿
が
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

O
郡
本
(
図
書
館
蔵
)

大
野
郡
役
所
「
越
前
国
大
野
郡
神
社
明
細
帳
」

は
、
明
治
十
二
年
の
内
務
省
達
に
よ
り
調
製
さ
れ
た

県
本
・
国
本
の
元
に
な
っ
た
原
簿
。
各
戸
長
役
場
か

ら
提
出
さ
れ
た
明
細
書
を
綴
じ
た
原
本
綴
で
、
県
庁

に
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
十
一
郡
で
は
唯

一
現
存
)
。

今
立
郡
役
所
「
神
社
明
細
帳
追
加
」
は
、
社
寺
の

寺
E

境
外
所
有
地
を
記
載
し
て
お
り
、
原
本
綴
で
は
な

く
、
明
治
二
十
六
年
に
郡
役
所
で
清
書
し
た
も
の
で

ふめる。足
羽
郡
役
所
の
「
神
社
明
細
帳
」
は
、
郡
役
所
に

提
出
さ
れ
た
明
細
帳
の
原
本
写
し
を
明
治
四
十
一
年

に
編
綴
し
た
も
の
。
も
う
一
冊
の
「
神
社
予
定
明
細

書
」
は
、
明
治
四
十
一
年
八
月
か
ら
大
正
十
年
一
月

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
、
本
簿
記
載
事
項
の
異
動
願
原

本
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
福
井
県
立
図
書
館
と
国
文
学
研
究
資
料
館

(
国
立
史
料
館
)
で
所
蔵
す
る
全
て
の
神
社
明
細
帳

(
福
井
県
分
)
の
概
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
神
社
明
細
帳
が
持
つ
歴
史
資
料
と
し
て

側
面
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。

原
由
美
子
は
社
寺
明
細
帳
を
「
あ
る
一
時
期
の
社

寺
の
詳
し
い
記
録
に
止
ま
ら
ず
、
近
代
に
お
け
る
国

家
の
社
寺
統
制
の
流
れ
を
も
概
観
で
き
る
貴
重
な
歴

史
資
料
」
と
評
価
し
て
お
り
、
河
端
五
平
も
「
社

格
の
条
件
を
満
た
す
た
め
、
殆
ど
の
神
社
で
増
改
築

が
行
わ
れ
、
神
社
崇
敬
の
普
及
と
と
も
に
鳥
居
・
狛

犬
等
の
寄
進
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
神
社

明
細
帳
に
は
こ
れ
ら
の
整
備
状
況
が
克
明
に
記
し
て

あ
る
」
と
し
て
、
明
細
帳
が
近
代
に
お
け
る
神
社
「
変

革
の
実
情
を
生
々
し
く
伝
え
る
」
史
料
で
あ
る
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。
一
方
、
金
田
久
理
は
明
細
帳
を

評
し
て
「
ま
さ
し
く
玉
石
混
靖
、
宝
石
の
原
石
の
よ

う
な
伝
承
や
故
事
が
あ
ち
こ
ち
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
、
わ
た
し
は
高
く
評
価
し
な
い
で
は
い

ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
主
に
由
緒
記
載
の

持
つ
豊
能
な
世
界
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
神
社
明
細
帳
か
ら

は
、
大
別
す
る
と
次
の
二
つ
の
事
柄
を
読
み
取
れ
る

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
つ
は
近
代
以
降
に
お
け
る
神

社
が
、
制
度
的
に
ど
の
よ
う
に
変
革
さ
れ
て
き
た
の

か
。
も
う
一
つ
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
公
認
さ
れ
、

記
載
さ
れ
た
神
社
の
由
緒
で
あ
る
(
こ
の
由
緒
に
は

神
名
や
神
社
名
の
変
遷
も
含
ま
れ
る
)
。
郷
土
誌
や

自
治
体
史
へ
の
利
用
状
況
を
見
て
み
る
と
、
後
者
を

知
る
た
め
の
史
料
と
し
て
明
細
帳
が
用
い
ら
れ
て
き

た
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
神
社
明
細
帳
は
歴
史
書
と
し
て
調
製
さ

れ
た
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
あ
く
ま
で
固
と
県

と
が
神
社
の
実
態
を
調
査
し
、
把
握
す
る
た
め
に
調

製
し
た
公
文
書
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
記

載
さ
れ
た
内
容
も
、
宗
教
行
政
上
の
必
要
性
に
よ

り
、
公
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
は
注
意
を
要
す

る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
特
に
社
号
や
祭
神
、
由
緒

に
関
し
て
は
、
近
世
以
前
の
実
態
と
、
近
代
に
な
っ
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て
か
ら
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
た
事
柄
と
の
聞
に
「
連

続
と
断
絶
」
の
両
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
落
と
し

て
は
な
ら
な
い
。
最
も
極
端
な
例
を
あ
げ
る
な
ら

ば
、
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
た
祭
神
名
や
由
緒
の
中
に

は
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
創
出
さ
れ
た
も
の
も
数
多

く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
見
落
と
し
て
、

無
批
判
に
明
細
帳
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
少
な
か
ら

(
品
)

ぬ
過
ち
を
お
か
す
こ
と
に
?
な
が
る
だ
ろ
、
っ
。

私
事
な
が
ら
、
筆
者
は
県
立
図
書
館
に
勤
務
し
て

お
り
、
数
年
来
、
郷
土
資
料
を
担
当
し
て
き
た
。
そ

の
業
務
の
中
で
、
明
細
帳
を
地
域
史
研
究
の
史
料
と

し
て
、
よ
り
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
国

文
学
研
究
資
料
館
で
所
蔵
さ
れ
る
史
料
館
本
を
複
製

化
す
る
事
業
も
担
当
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

明
細
帳
の
解
題
を
求
め
る
利
用
者
か
ら
の
要
望
を
聞

き
な
が
ら
も
、
何
も
で
き
な
い
ま
ま
、
数
年
が
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
。
明
細
帳
の
「
読
み
方
」
や
史
料
と
し

て
の
性
格
を
提
示
で
き
な
い
ま
ま
、
無
批
判
に
利
用

す
る
手
助
け
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
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と
思
う
と
、
内
心
世
慌
た
る
も
の
を
感
じ
て
い
た
。

一
昨
年
、
『
社
寺
明
細
帳
の
成
立
』
が
刊
行
さ
れ
た

こ
と
を
機
に
、
福
井
県
関
係
の
神
社
明
細
帳
を
分
析

す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
追
加
簿
や
抜
明

細
帳
、
国
本
、
郡
本
も
交
え
て
考
察
を
行
っ
た
。
本

稿
執
筆
の
立
場
は
、
あ
く
ま
で
も
明
細
帳
を
歴
史
資

料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
史
料
解
題
に
徹
し
た
つ

も
り
で
あ
る
。
本
稿
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
神
社
明

細
帳
が
有
効
に
利
用
さ
れ
、
地
域
史
研
究
の
進
展
に

役
立
て
ら
れ
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

い
た
ず
ら
に
紙
数
を
費
や
し
な
が
ら
も

言
及
で
き
な
か
っ
た
点
は
多
い
。
例
え
ば
、
第
三
節

に
お
い
て
「
村
↓
戸
長
役
場
↓
郡
役
所
↓
県
庁
↓
内

務
省
」
と
い
う
明
細
帳
進
達
の
流
れ
を
復
元
す
る
こ

と
を
試
み
た
が
、
各
地
に
残
さ
れ
た
戸
長
役
場
文
書

や
旧
村
役
場
文
書
な
ど
に
丹
念
に
あ
た
れ
ば
、
実
際

の
史
料
を
提
示
し
な
が
ら
、
こ
の
流
れ
を
再
現
す
る

こ
と
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治

-、
v
y
-
p
-
J

、

ふ
/
ふ
J
T
L

ー
戦
前
期
に
、
福
井
県
庁
で
宗
教
行
政
を
所
管
し
た

部
課
係
が
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
に

触
れ
な
い
ま
ま
考
察
を
進
め
て
い
る
。
他
に
も
、
終

戦
の
直
前
直
後
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、

こ
れ
ら
宗
教
関
係
公
文
書
が
県
立
図
書
館
に
収
蔵
さ

(
田
)

れ
る
に
至
っ
た
の
か
な
ど
、
論
じ
尽
く
せ
な
か
っ

た
課
題
は
多
い
。
次
稿
以
降
も
、
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
る
寺
院
明
細
帳
や
寺
院
台
帳
、
古
墳
台
帳
な
ど
の

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
こ
神
社
明
細
帳

簿
冊
を
と
り
あ
げ
て
い
く
中
で
、
こ
う
し
た
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
大
方
の
ご
叱

正
、
ご
教
示
を
乞
い
た
い
。

注

(1)
国
家
神
道
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
村
上
重
良
の
岩
波

新
書
三
部
作
『
国
家
神
道
』
(
一
九
七
O
年
)
、
『
慰

霊
と
招
魂
』
(
一
九
七
四
年
)
、
「
天
皇
の
祭
租
』
(
一

九
七
七
年
)
お
よ
び
安
丸
良
夫
『
神
々
の
明
治
維
新

神
仏
分
離
と
廃
仏
段
釈
|
』
(
岩
波
書
応
、
一
九

七
九
年
)
を
参
照
し
た
。
た
だ
し
、
近
年
は
阪
本
是

丸
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』
(
岩
波
書
庖
、

一
九
九
四
年
)
や
山
口
輝
臣
『
明
治
国
家
と
宗
教
』

(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
)
な
ど
、
通
説

的
な
位
置
を
占
め
る
村
上
説
を
乗
り
越
え
る
研
究
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
能
代
市
史
編
集
委
員
会
編
『
能
代
市
史
資
料
第
三

二
号
山
本
郡
神
社
明
細
帳
』
(
能
代
市
史
編
さ
ん

室
、
二
O
O
四
年
)
、
福
島
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
福

島
市
史
資
料
叢
書
第
四
四
輯
福
島
の
神
社
明
細

帳
一
』
・
『
同
第
四
六
輯
福
島
の
神
社
明
細
帳
二
』

(
福
島
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
)
、
丑
木
幸

男
編
「
上
野
田
神
社
明
細
帳
一

1
十
』
(
群
馬
県

文
化
事
業
振
興
会
、
一
九
九
九
1
二
O

O
五
年
)
、

台
東
区
教
育
委
員
会
文
化
事
業
体
育
課
編
「
諸
社
明

細
簿
・
神
社
明
細
帳
明
治
十
年
・
明
治
十
八
年

(
台
東
区
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
一
人
集
)
』
東

京
都
台
東
区
教
育
委
員
会
、
二
O

O
二
年
)
、
『
神

社
明
細
帳
(
稲
城
市
郷
土
資
料
四
)
』
(
稲
城
市
教
育

委
員
会
文
化
財
保
護
担
当
、
一
九
七
六
年
)
、
さ
い

た
ま
市
総
務
部
市
政
情
報
課
編
「
さ
い
た
ま
市
史
料

叢
書
二
(
神
社
明
細
帳
編
)
』
(
さ
い
た
ま
市
、
二
O

o
=一
年
)
、
『
神
社
明
細
帳
(
三
浦
郡
)
』
(
神
奈
川
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県
図
書
館
協
会
、
一
九
九
八
年
)
、
長
岡
市
史
編
集

委
員
会
中
世
史
部
会
編
『
長
岡
の
お
宮
明
治
十
六

年
神
社
明
細
帳
』
(
長
岡
市
、
一
九
九
O
年
)
、
山
口

県
神
社
庁
編
「
旧
藩
別
神
社
明
細
帳
』
(
山
口
県
神

社
庁
、
三

O

O
二
年
)
、
橋
田
庫
欣
・
津
野
松
生
編

『
宿
毛
市
史
資
料
一
五
神
社
明
細
帳
』
(
宿
毛

市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
)
、
新
熊
本
市
史
編

纂
委
員
会
編
『
熊
本
市
史
関
係
資
料
集
第
三
集

神
社
明
細
帳
』
(
熊
本
市
、
一
九
九
八
年
)
な
ど
。

(
3
)
伊
藤
一
晴
「
山
口
県
文
書
館
所
蔵
寺
院
明
細
帳
・
神

社
明
細
帳
の
種
類
と
構
成
」
(
「
社
寺
史
料
研
究
」
第

四
号
、
二
O
O
一
年
)
。

(4)
群
馬
県
立
文
書
館
編
「
群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録

第
5
集
(
明
治
期
宗
教
編
I
)
』
『
同
第
6
集
(
明

治
期
宗
教
編
E
)
』
(
群
馬
県
立
文
書
館
、
一
九
九
二

1
三
年
)
、
丑
木
幸
男
「
上
野
国
神
社
・
寺
院
明
細

帳
解
説
」
(
『
上
野
国
寺
院
明
細
帳

l
』
群
馬
県
文

化
事
業
振
興
会
、
一
九
九
三
年
)
、
堀
口
秀
樹
「
群
馬

県
寺
院
明
細
帳
索
引
」
(
『
双
文
』
第
九
号
、
一
九
九

二
年
)
。

(
5
)
原
由
美
子
「
神
社
明
細
帳
解
説
」
(
『
さ
い
た
ま
市

史
料
叢
量
百
』
二
、
二

O

O
三
年
)
、
同
「
寺
院
明
細

帳
解
説
(
一
)
」
(
『
さ
い
た
ま
市
史
料
叢
書
』
三
、

二
O
O
四
年
)
、
同
「
寺
院
明
細
帳
解
説
(
二
)
」
四
、

二
O
O
五
年
)
。

(6)
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
社
寺
明
細
帳
の
成

立
(
史
料
叢
書
7
)
』
(
名
著
出
版
、
二

O
O
四
年
)
。

(
7
)
こ
の
ほ
か
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
文
献

を
参
照
し
た
。
大
霞
会
編
「
内
務
省
史
第
二
巻
』

(
地
方
財
務
協
会
、
一
九
七
O
年
)
第
二
章
「
神
社

行
政
」
、
文
化
庁
編
『
明
治
以
降
宗
教
制
度
百
年

史
』
(
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
、
一
九
七
O
年
)
。
梅

田
義
彦
「
改
訂
増
補
・
日
本
宗
教
制
度
史
[
近
代
篇
]
』

(
東
宣
出
版
、
一
九
七
一
年
)
、
『
神
道
大
辞
典
』
(
平

凡
社
、
一
九
三
七
年
)
の
「
神
社
明
細
帳
」
の
項
目
。

薗
田
稔
・
橋
本
政
宣
編
「
神
道
史
大
辞
典
』
(
吉
川

弘
文
館
、
二

O
O
四
年
)
の
「
神
社
明
細
帳
」
の
項

目
(
井
淳
正
裕
)
。

(8)
国
本
は
現
在
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
文
部
省
調
査

局
宗
務
課
引
継
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る
。
本
文
書
群

は
一
九
六
一
年
に
史
料
館
に
引
き
継
が
れ
た
も
の

で
、
神
社
明
細
帳
五
百
五
十
一
冊
、
寺
院
明
細
帳
百

四
十
八
冊
、
仏
堂
明
細
帳
九
十
冊
を
中
心
に
、
二
千

百
六
十
三
冊
の
簿
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
『
史

料
館
収
蔵
史
料
総
覧
』
(
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
)

の
二
七
七

1
九
頁
を
参
照
。

(9)
青
木
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
島
根
県
や
高
知
県
の
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
立
図
書
館
で
何
ら
か
の
事
情

に
よ
り
内
務
省
神
祇
院
よ
り
移
管
さ
れ
た
国
本
を
所

蔵
し
て
い
る
例
も
あ
る
と
い
う
。

(
叩
)
国
の
法
令
は
内
閣
官
報
局
編
「
明
治
年
間
法
令
全

書
』
『
大
正
年
間
法
令
全
書
』
(
原
書
房
一
)
を
出
典
と

し
、
引
用
に
際
し
て
は
適
宜
句
点
等
を
補
っ
て
い

る。

(
日
)
前
掲
注

(
3
)
伊
藤
論
文
、
前
掲
注

(
4
)
丑
木
論

文。

(
ロ
)
岩
堀
健
彦
家
文
書
(
『
福
井
県
史
通
史
編
5

近
現

代
一
』
福
井
県
、
一
九
九
四
年
、
二
二
六
頁
)

0

(
日
)
明
治
七
年
、
教
部
省
時
代
よ
り
始
ま
っ
た
「
特
選
神

名
牒
」
編
纂
の
た
め
の
神
社
調
査
は
、
式
内
社
を
は

じ
め
と
す
る
、
六
国
史
に
現
れ
る
古
社
を
対
象
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
数
の
把
握
よ
り
、

祭
神
や
由
緒
、
祭
日
な
ど
の
調
査
に
主
眼
が
置
か
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

[
敦
賀
県
報
第
百
四
十
号
]

達
書
第
三
十
八
号

府

県

今
般
於
当
省
神
名
牒
纂
定
致
候
条
、
各
管
内
延
喜
式
内
並
国

史
見
在
ノ
神
社
一
一
テ
当
今
其
所
在
未
定
戎
ハ
社
地
理
埋
ノ
分

ハ
無
遺
漏
捜
索
検
豪
致
シ
、
毎
社
考
証
書
及
絵
図
面
ヲ
モ
相

添
可
差
出
、
且
又
式
帳
国
史
外
ト
難
ト
モ
格
別
ノ
古
社
譜
伽

県
管
内
閣
且
竃
神
社
・
神
奈
川
県
管
内
大
圏
魂
神
社
・
愛
井
ニ
古

知
県
管
内
津
島
神
社
・
葛
磨
県
管
内
贋
峯
神
社
ノ
類
士
警
ハ
白
川
県

社
ニ
非
ラ
ス
ト
モ
其
地
方
ニ
深
キ
由
縁
ノ
神

f
管
内
菊
池
神

社
・
錦
山
神
社
・
山
口
県
管
内
内
豊
有
之
候
ハ
、
、
当
今

条
神
社
・
鳥
取
県
館
内
氏
殿
神
社
ノ
類

社
格
ノ
有
無
ニ
拘
ラ
ス
別
紙
雛
形
ニ
照
準
、
逐
一
取
調
可
申
、

尤
右
神
社
ノ
儀
ニ
付
。
考
証
等
有
之
者
ハ
、
無
忌
樺
童
日
出
候

様
、
管
下
人
民
ヘ
モ
普
ク
相
達
、
来
ル
九
月
限
リ
取
纏
メ
可

差
出
、
此
旨
相
違
候
事

但
、
本
文
神
社
取
調
ニ
付
、
巻
数
有
之
書
類
逓
送
賃
ハ
当

省
ヨ
リ
可
下
渡
、
尤
書
類
返
却
相
願
候
分
ハ
、
御
用
済
早
々

差
一
民
候
条
、
此
旨
可
相
心
得
事

明
治
七
年
六
月
廿
九
日
教
部
大
輔
宍
戸
磯

(
別
紙
雛
形
)

何
同
町
第
何
大
区
何
小
区
何
国
何
郡
何
附
鎮
座
制
汁
一
円
以
一
時

注
ス
れ
が
栴
社
祭
神
由
緒
旧
神
官
家
系
ヲ
モ
略
記
附
載
ス
ヘ
シ

勧
誘
年
月

例
祭
日

社
殿
建
坪

境
内
反
別
旧
境
内
幾
許

旧
社
領
朱
黒
印
カ
旧
藩
寄
附
カ

氏
子
戸
数

自
該
庁
距
離

以
上

右
之
通
御
達
有
之
候
条
、
各
小
区
ニ
於
テ
雛
形
ニ
照
シ
明
詳

取
調
、
区
長
江
取
纏
、
本
県
ニ
於
テ
調
査
上
申
之
都
合
モ
有

之
候
問
、
八
月
三
十
一
日
限
リ
無
相
違
可
差
出
候
、
此
段
相

違
ス
ル
モ
ノ
也

明
治
七
年
七
月
八
日
敦
賀
県
権
令
藤
井
勉
三

(
県
の
法
令
は
、
福
井
県
文
書
館
の
複
製
本
を
出
典
と
し
、

引
用
に
際
し
て
は
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
)

(
日
)
別
紙
の
書
式
は
内
務
省
達
乙
第
三
十
一
号
の
別
紙
を

そ
の
ま
ま
載
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
末
尾
「
以
上
」

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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の
後
に
次
の
よ
う
な
署
名
方
法
を
付
し
た
点
が
異
な
る
。

号

月

日

某

神

社

記

官

何

某

印

某
神
社
杷
掌
何
某
印

町

士

突

何
郡
区
何
十
何
番
地

中

平

氏

氏

子

総

代

何

某

印

戸

長

何

某

印

(
日
)
明
細
帳
取
調
方
心
得
(
石
川
県
)

一
明
細
帳
ハ
神
社
・
寺
院
・
境
外
進
拝
所
・
招
魂
社
・
祖
霊

社
ノ
五
種
ニ
分
ケ
、
各
冊
ニ
編
製
シ
、
表
紙
ヲ
附
ス
ル
ニ

及
ハ
ス
、
同
町
岡
村
ノ
神
社
ハ
社
格
、
寺
院
ハ
宗
派
ヲ
以

テ
区
別
シ
、
戸
長
ニ
於
テ
目
録
ヲ
附
シ
差
出
ス
ヘ
シ

一
用
紙
ハ
美
濃
十
三
行
界
紙
ヲ
用
ヒ
、
一
社
寺
毎
ニ
各
紙
ニ

相
認
メ
正
本
二
通
副
本
一
通
差
出
ス
ヘ
シ

但
、
摂
末
社
ノ
名
義
ヲ
問
ハ
ス
、
神
社
境
外
一
一
在
ル
者

ハ
総
テ
一
社
ト
シ
各
紙
ニ
認
ム
ヘ
シ

一
山
野
路
傍
存
置
ノ
神
耐
井
衆
庶
参
拝
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル

人
民
私
邸
内
ノ
神
洞
ハ
並
ニ
一
社
ト
シ
、
其
神
社
境
内
へ

移
転
セ
シ
者
ハ
境
内
神
社
ノ
項
下
ニ
記
ス
ヘ
シ

一
逢
拝
所
・
招
魂
社
・
祖
霊
社
井
寺
院
ノ
別
院
・
支
坊
・
末

庵
等
ハ
公
許
共
有
ニ
係
ル
者
ノ
ミ
ヲ
取
調
フ
ヘ
シ

但
、
建
物
無
之
進
拝
所
ハ
記
載
ニ
及
ハ
ス

一
由
緒
ハ
創
立
・
公
称
・
廃
合
・
再
興
・
復
旧
・
移
転
及
ヒ

社
格
等
許
可
ノ
年
月
井
該
社
寺
ニ
関
ス
ル
縁
由
・
沿
革
ヲ

詳
記
ス
ヘ
シ

一
社
寺
境
内
地
ノ
社
寺
名
受
ニ
非
ル
者
ハ
、
名
受
人
ノ
姓
名

私
有
共
有
ノ
別
ヲ
地
種
ノ
下
ニ
登
記
ス
ヘ
シ

教
院

一
社
寺
境
内
二
社
堂
外
ノ
建
物
ノ
買
ア
ラ
ハ
社
堂
間
数
ノ
次

ニ
並
へ
挙
ク
ヘ
シ

i

一
祭
神
・
由
緒
不
詳
ト
難
ト
モ
、
古
老
ノ
口
碑
等
ニ
存
ス
ル

者
ハ
其
旨
ヲ
記
シ
境
内
逢
拝
所
等
無
之
者
ハ
其
項
ヲ
除
ク

へ、ン
、

講

中

一
社
寺
ニ
氏
子
檀
徒
無
之
向
ハ
信
徒
ノ
類
ノ
人
員
ヲ
記
ス
ヘ
シ

(
凶
)
明
細
帳
取
調
方
心
得
(
滋
賀
県
)

一
用
紙
ハ
大
半
紙
ヲ
用
ヒ
、
雛
形
ノ
通
リ
一
社
寺
毎
ニ
各
紙

ニ
認
ム
ヘ
シ

年

一
摂
末
社
ノ
名
義
ヲ
問
ハ
ス
神
社
境
外
一
一
在
ル
モ
ノ
ハ
総
テ

一
社
ト
シ
各
紙
ニ
認
ム
ヘ
シ
尤
山
神
・
野
神
・
塞
神
等
ニ

シ
テ
社
{
子
無
之
又
ハ
辻
堂
路
傍
地
蔵
堂
ノ
如
キ
矯
随
ヲ
極

ム
ル
モ
ノ
及
一
己
私
邸
内
ノ
社
堂
衆
庶
参
拝
ノ
許
可
ヲ
不

受
ル
類
ハ
仮
令
是
迄
届
出
タ
ル
モ
ノ
ト
雄
相
除
キ
其
事
由

ヲ
別
紙
ニ
届
出
ヘ
シ

但
シ
塔
中
等
ノ
寺
院
モ
其
敷
地
本
寺
ノ
境
内
ト
公
然
区

分
セ
ル
モ
ノ
ハ
各
紙
ニ
認
ム
ヘ
シ

一
同
柵
ノ
神
社
ハ
社
福
(
慨
一
四
一
語
…
)
寺
院
ハ
宗
派
ヲ
以
テ

区
別
シ
仏
堂
ハ
支
開
掛
所
道
場
堂
庵
等
ノ
区
分
ヲ
以
テ
登

記

ス

ヘ

シ

;

一
官
国
幣
社
井
岡
境
内
神
士
社
描
ノ
有
無
ハ
取
調
ニ
及
ハ
ス

Af
二
割
ハ
ラ
ス

一
造
拝
所
・
招
魂
社
・
祖
霊
社
等
ハ
公
許
共
有
ニ
係
ル
モ

ノ
、
ミ
ヲ
取
調
フ
ヘ
シ

但
、
官
祭
招
魂
社
井
建
物
無
之
遥
拝
所
ハ
記
載
ニ
及
ハ

ス
一
由
緒
ハ
創
立
・
公
称
・
廃
合
・
再
興
・
復
旧
・
移
転
及
ヒ

社
格
等
許
可
ノ
年
月
井
該
社
寺
ニ
関
ス
ル
縁
由
沿
草
ヲ
詳

記
ス
ヘ
シ

一
社
寺
境
内
地
ノ
社
寺
名
受
ニ
非
ル
者
ハ
、
名
受
人
ノ
姓

名
、
私
有
共
有
ノ
別
ヲ
地
種
ノ
下
ニ
登
記
ス
ヘ
シ

教
院

一
社
寺
境
内
ニ
社
堂
外
ノ
建
物
ノ
類
ア
ラ
ハ
社
堂
関
数
ノ
次

ニ
並
へ
挙
ク
へ
シ

j

一
祭
神
・
由
緒
不
詳
ト
雄
、
古
老
ノ
口
碑
等
一
一
存
ス
ル
者

ハ
、
其
旨
ヲ
記
シ
、
境
内
迄
拝
所
等
無
之
者
ハ
其
項
ヲ
除

ク
ヘ
シ司
講

中

一
社
寺
ニ
氏
子
檀
徒
無
之
向
ハ
信
徒
ノ
類
ノ
人
員
ヲ
記
ス
ヘ

、ン
一
是
迄
届
洩
ノ
社
寺
仏
堂
等
ヲ
這
回
更
ニ
記
入
ス
ル
如
キ
ハ

其
事
由
ヲ
別
紙
ニ
届
出
ヘ
シ

p

l

一
明
細
帳
中
境
内
ヲ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
(
バ
尉
)
敷
地
幾
坪

ト

記

載

ス

ヘ

シ

:

(η)
前
掲
注

(4)
丑
木
論
文
一
八
i
九
頁
。

(
お
)
前
掲
注

(3)
伊
藤
論
文
(
山
口
県
の
事
例
)
で
は

「
提
出
本
」
(
山
口
県
文
書
館
蔵
)
、
群
馬
県
立
文
書

館
で
は
「
神
社
明
細
帳
原
簿
」
(
前
掲
注

(
4
)
「群

福
井
県
に
お
け
る
宗
教
関
係
公
文
書
の
史
料
学
的
考
察
(
そ
の
一
)
神
社
明
細
帳

馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録
』
)
と
称
し
て
い
る
。

(
m
w
)

前
掲
注

(6)
青
木
論
文
で
は
「
中
央
庁
本
」
、
前

掲
注

(
5
)
原
論
文
(
埼
玉
県
の
事
例
)
で
は
「
史

料
館
本
」
(
史
料
館
蔵
)
と
称
し
て
い
る
。

(
却
)
前
掲
注

(
3
)
伊
藤
論
文
で
は
「
清
書
本
」
(
山
口

県
神
社
庁
蔵
)
、
前
掲
注

(6)
青
木
論
文
で
は
「
編

纂
綴
」
「
県
本
・
府
本
」
、
前
掲
注

(
5
)
原
論
文
で

は
「
文
書
館
本
」
(
埼
玉
県
立
文
書
館
蔵
)
と
称
し

て
い
る
。

(
幻
)
福
井
県
文
書
館
ホ
l
ム
ベ

l
ジ

(E-u・ミ宅唱者
-
R
n
F
2
2目

司
円
相
『

-PE岡
山
支
)
。
検
索
結
果
は
平
成
十
八
年
一
月
十

四
日
現
在
の
も
の
。

(
忽
)
「
本
年
丙
第
二
十
競
達
中
、
十
四
年
ハ
十
五
年
ノ
誤

リ
、
右
正
誤
候
事
」
と
明
治
十
七
年
=
一
月
六
日
の
布

達
(
号
ナ
シ
)
で
訂
正
あ
り
。

(
お
)
前
掲
注

(
7
)
梅
田
著
書
一
一
二
頁
。

(μ)
前
掲
注

(
6
)
青
木
論
文
一
人
1
九
頁
。

(
お
)
前
掲
注

(
6
)
青
木
論
文
一
人
頁
。

(
お
)
前
掲
注

(
5
)
原
論
文
。
な
お
、
埼
玉
県
の
県
本
が
、

実
際
に
は
戦
後
も
埼
玉
県
庁
文
書
学
事
課
等
で
継
続

し
て
現
用
さ
れ
続
け
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
埼
玉
県

立
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い

る。

(
幻
)
前
掲
注

(
6
)
青
木
論
文
一
九
頁
。

(
お
)
国
本
の
童
百
誌
的
記
載
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
の

調
査
結
果
、
お
よ
び
前
掲
注

(6)
青
木
論
文
に
基

づ
い
て
い
る
。

(
明
日
)
剥
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
坂
井
郡
三
の
み
村
名
の

紙
は
な
い
。

(
初
)
『
日
本
古
典
籍
童
日
誌
学
辞
典
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
九

九
年
)
。

(
汎
)
例
外
的
な
ケ

l
ス
だ
が
、
県
本
の
三
方
郡
本
簿
に

は
、
版
心
に
「
際
社
字
波
西
神
社
々
務
所
」
と
印
刷

さ
れ
た
罫
紙
が
綴
じ
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
方

郡
入
村
で
決
裁
さ
れ
た
「
合
併
予
定
明
細
書
」
を
そ

の
ま
ま
綴
じ
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
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(
辺
)
県
本
の
南
条
郡
本
簿
で
は
、
明
治
二
十
三
年
に
村
名

を
改
称
し
た
茶
臼
山
村
は
改
称
後
の
神
山
村
と
記
載

さ
れ
て
お
り
、
同
年
改
称
し
た
鹿
見
村
は
鹿
見
村
と

記
載
し
た
上
で
堺
村
と
追
記
】
訂
正
し
て
い
る
o

従
っ

て
目
録
の
綴
じ
込
み
時
期
は
、
明
治
二
十
三
年
ご
ろ

と
推
測
さ
れ
る
。

(
お
)
た
だ
し
、
坂
井
郡
の
三
冊
は
、
県
本
・
国
本
と
も
に

分
冊
の
順
序
に
誤
り
が
あ
る
。
本
来
は
三
↓
二
↓
一

の
順
と
な
る
べ
き
で
あ
る
(
字
名
順
は
正
し
い
)
。

(
担
)
福
井
県
の
神
社
整
理
に
つ
い
て
は
、
笠
松
雅
弘
「
「
神

社
整
理
」
政
策
と
福
井
県
に
お
け
る
展
開
」
(
『
福
井

県
史
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
八
四
年
)
、
同
「
解
説
」

(
「
影
印
本
福
井
県
神
社
明
細
帳
(
嶺
南
編
)
』
)
、

『
福
井
県
史
通
史
編
5
近
現
代
一
』
四
五
七
1
四

六
O
頁
を
参
照
。

(
お
)
た
だ
し
、
若
敦
四
郡
分
で
も
番
地
を
朱
記
し
た
も
の

も
ご
く
一
部
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
移
転
や
脱
漏
編
入

に
よ
り
明
治
十
年
代
末
か
ら
二
十
年
代
に
、
「
福
井

豚
」
の
罫
紙
に
記
載
さ
れ
た
も
の
は
、
番
地
ま
で
記

載
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
神
社
改
め
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

(
l
)
安
丸
著
書

一
四
五
1
一
七
九
頁
を
参
照
。
ま
た
、
旧
小
浜
藩
領

(
若
敦
四
郡
)
の
明
細
帳
の
由
緒
に
は
「
明
治
二
年

度
旧
小
浜
藩
ヨ
リ
神
社
取
調
ノ
際
」
や
「
明
治
二
巳

年
二
月
御
改
メ
之
節
」
、
「
明
治
二
巳
年
四
月
社
寺
御

調
査
ノ
際
」
と
い
っ
た
記
載
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
藩
の
神
社
改
め
が
明
治
二
年
に
行
わ
れ
た
こ
と

を
見
て
取
れ
る
。
な
お
、
福
井
県
に
お
け
る
社
号
変

更
に
つ
い
て
は
『
福
井
県
史
通
史
編
5
近
現
代

一
』
二
二
人
1
一二二
O
頁
を
参
照
の
こ
と
。

(
幻
)
前
掲
注

(
l
)
安
丸
著
書
六
頁
。

(
お
)
府
県
社
以
下
神
社
神
僕
幣
吊
料
供
進
ニ
関
ス
ル
件
(
明

治
コ
一
十
九
年
勅
令
第
九
十
六
号
)

第
一
条
府
県
ハ
府
県
社
、
郡
又
ハ
市
ハ
郷
社
、
市
又
ハ
町

村
ハ
村
社
ノ
神
僕
幣
吊
料
ヲ
供
進
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

前
項
ニ
依
リ
神
僕
幣
白
巾
料
ヲ
供
進
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ

2 

神
社
ハ
地
方
長
官
之
ヲ
指
定
ス

第
二
条
前
条
神
僕
幣
吊
料
ノ
金
額
ハ
内
務
大
臣
之
ヲ
定
ム

第
三
条
北
海
道
沖
縄
県
其
ノ
他
市
制
・
町
村
制
ヲ
施
行
セ

サ
ル
地
方
ニ
於
ケ
ル
府
県
社
・
郷
社
・
村
社
ノ
神
鎮

幣
吊
料
一
一
関
ス
ル
規
定
ハ
内
務
大
臣
之
ヲ
定
ム

t

u

 

悶
阿
目
ハ

本
令
施
行
ノ
期
日
ハ
内
務
大
臣
之
ヲ
定
ム

(
m
m
)

前
掲
注

(
5
)
原
論
文
。

(ω)
前
掲
注

(4)
『
群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録
第

6
集
』
一
一
一
五
1
三
九
頁
「
資
料
一
四
神
社
財
産
登

録
管
理
及
会
計
二
関
ス
ル
細
則
(
抜
粋
)
」
を
参
照
。

(
引
)
な
お
県
立
図
書
館
に
は
、
郡
役
所
か
ら
提
出
さ
れ
た

簿
冊
と
見
ら
れ
る
も
の
で
「
神
社
宝
物
登
録
台
帳
(
丹

生
郡
役
所
、
明
治
四
十
一
年
以
降
)
」
、
「
神
社
財

産
登
録
控
(
遠
敷
郡
役
所
)
」
の
存
在
が
確
認
で
き

ヲ
品
。

(
必
)
神
職
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

(
7
)
梅
田
著
書

第
三
章
第
二
節
第
四
項
「
神
職
制
度
」
を
参
照
。

(
必
)
時
期
的
な
問
題
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
県

本
抜
明
細
帳
に
は
、
明
治
十
四
年
十
一
月
か
ら
明
治

=
一
十
年
十
月
の
聞
に
、
合
併
・
移
転
を
行
な
っ
た
神

社
を
収
載
し
て
い
る
。
明
治
=
一
十
九
年
に
始
ま
る
「
神

社
整
理
」
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
と
は
比
較
で
き
な
い

程
に
、
合
併
や
移
転
の
数
は
増
大
す
る
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
ま
で
の
抜
明
細
帳
で
保
存
す
る
方
法
を
や
め
、

本
簿
に
綴
じ
た
ま
ま
に
し
て
存
置
す
る
方
法
に
転
換

し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(
必
)
こ
の
二
冊
の
追
加
簿
の
内
容
は
、
明
治
十
六
年
か
ら

明
治
四
十
三
年
の
聞
の
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
あ

る
い
は
抜
明
細
帳
同
様
に
明
治
三
十
九
年
以
後
の

「
神
社
整
理
」
と
の
関
連
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

(
必
)
前
掲
注

(
5
)
原
論
文
。

(
必
)
『
武
生
市
史
資
料
編
社
寺
の
由
緒
』
(
武
生
市
役

所
、
一
九
八
八
年
)
所
収
の
「
解
題
」
0

(
幻
)
『
影
印
本
福
井
県
神
社
明
細
帳
(
嶺
南
編
)
』
の
「
あ

と
が
き
L

。

(
必
)
笠
松
雅
弘
も
『
影
印
本
福
井
県
神
社
明
細
帳
(
嶺
南

編
)
』
の
「
解
題
」
で
「
記
載
内
容
か
ら
、
い
き
な
り

江
戸
時
代
以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
地
域
の
神
社

の
あ
り
方
を
み
る
こ
と
は
少
し
危
険
」
で
あ
り
、
「
記

述
さ
れ
た
内
容
の
す
べ
て
が
地
域
の
動
向
を
純
粋
に

映
し
出
し
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

(ω)
例
え
ば
、
旧
平
泉
寺
村
役
場
文
書
の
「
社
寺
要
書
」
、

旧
松
永
村
役
場
文
書
の
「
社
寺
ニ
関
ス
ル
願
届
等
ノ

書
類
綴
」
な
ど
に
は
、
明
細
帳
調
製
過
程
を
物
語
る

提
出
書
類
や
そ
の
写
し
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
(
い

ず
れ
も
福
井
県
文
書
館
に
複
製
本
あ
り
)
。

(
印
)
こ
の
点
に
つ
い
て
、
出
口
政
司
「
福
井
空
襲
時
に
お

け
る
福
井
県
公
文
書
」
(
『
福
井
県
文
書
館
研
究
紀

要
』
第
三
号
、
二
O
O
五
年
)
は
興
味
深
い
談
話
を

伝
え
て
い
る
。
当
時
、
社
寺
兵
事
課
に
勤
務
し
て
い

た
元
県
職
員
談
に
よ
れ
ば
、
社
寺
兵
事
課
の
重
要
書

類
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
中
旬
頃
、
護
国
神
社
敬
神

道
場
に
疎
開
し
た
た
め
兵
火
を
免
れ
た
が
、
終
戦

後
、
米
軍
の
進
駐
に
際
し
、
見
ら
れ
て
は
困
る
と
の

理
由
か
ら
、
全
部
焼
却
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

疎
開
の
事
実
は
、
七
月
二
日
付
福
井
新
聞
「
重
要
書

類
は
疎
開
L

と
い
う
記
事
で
も
確
認
さ
れ
る
が
、
本

文
で
も
触
れ
た
昭
和
二
十
一
年
一
一
一
月
の
時
点
に
お
い

て
も
、
明
細
帳
が
福
井
県
で
保
管
さ
れ
て
い
た
と
す

る
記
載
と
符
合
し
な
い
。

[
追
記
]
平
成
十
五
年
八
月
、
史
料
館
に
お
け
る
国
本
調
査

に
つ
い
て
は
、
学
習
院
大
学
の
野
尻
泰
弘
氏
に
ご
協

力
い
た
、
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
福
井
県
文

書
館
の
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
福
井
県
報
の
検
索
」

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
し
た
い
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




